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し
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　   （２月21日撮影）
表紙：朝倉文夫記念公園の梅の花とミツバチ
　   （２月21日撮影）



　
本
年
４
月
を
も
っ
て
30
年
続
い
た「
平
成
」と
い
う
時
代

が
幕
を
閉
じ
ま
す
。こ
の「
平
成
」は
、
地
方
に
と
っ
て
、
明

治
維
新
、
戦
後
改
革
に
次
ぐ「
第
三
の
改
革
」と
い
わ
れ
る

「
地
方
分
権
改
革
」が
本
格
化
し
、
分
権
改
革
の
受
け
皿
づ

く
り
と
し
て
進
め
ら
れ
た「
平
成
の
大
合
併
」と
呼
ば
れ
る

市
町
村
合
併
や
、「
三
位
一
体
改
革
」な
ど
、地
方
自
治
が
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方
分
権
改
革
の
流
れ
の
中

で
平
成
17
年
に
合
併
し
、
平
成
31
年
度
で
15
年
目
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
15
年
目
と
な
る
平
成
31
年

度
は
、
普
通
交
付
税
の
特
例
措
置
で
あ
る「
合
併
算
定
替
」

の
最
終
年
度
と
な
り
、本
市
は
今
後
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で

市
政
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
折
り
返
し
の

２
年
と
な
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
間
、「
働
く
場
の
確
保
」

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」「
学
校
教
育
の
充
実
」を
基
本
政
策

と
し
て
取
り
組
む
中
で
、平
成
30
年
度
は
、こ
の
３
本
の
柱

を
本
格
始
動
さ
せ
る
年
と
位
置
付
け
、
各
種
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
３
年
目
と
な
る
平
成
31
年
度
は
、
そ
の
歩
み
を
止
め
る

こ
と
な
く
、一
歩
一
歩
着
実
に
、そ
し
て
前
へ
前
へ
と
力
強

く
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、１
つ
目
の「
働
く
場
の
確
保
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
30
年
度
に
作
成
し
た
「
豊
後
大
野
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」を
活
用
し
な
が
ら
、三
重
総
合
高
校
の
就
職
希
望
者

お
よ
び
保
護
者
を
対
象
に
し
た
地
場
企
業
合
同
説
明
会
を

引
き
続
き
開
催
す
る
な
ど
、
雇
用
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
県
内
産
出
額
の
４
割
を
占
め
る
キ
ク
団
地
の
新
た

な
団
地
形
成
整
備
拡
大
事
業
や
、
昨
年
４
月
に
操
業
を
開

始
し
た
誘
致
企
業
の
農
産
物
加
工
施
設
増
設
事
業
を
支
援

す
る
な
ど
の
取
組
に
よ
り
、働
く
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
２
つ
目
の「
子
育
て
支
援
の
充
実
」に
つ
き
ま
し

て
は
、平
成
31
年
度
に
設
置
す
る「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
臨
床
心
理
士
や
保
健
師
等
の
専
門
職
を
配

置
し
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
健
診
時
に
眼
科

疾
患
等
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た「
視
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査※

１
」や
、
出
生
児

の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
症
予
防
を
目
的
と
し
た
風

し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
国
は
、
本
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
を
無
償

化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、本
市
で
は
、他
市
の
状
況

を
踏
ま
え
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
保
育
料
を
国
基
準
の
６

割
の
額
に
低
減
す
る
と
と
も
に
、
国
の
無
償
化
が
開
始
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
現
行
の
保
育
料
の
無
償
化
を
拡
大
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
３
つ
目
の「
学
校
教
育
の
充
実
」に
つ
き
ま
し

て
は
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育※

２
」
の
視
点
に
立
っ
た
「
連
携
型

小
・
中
一
貫
教
育
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル※

３
」

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
解
消
に

向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
か

じ
か
」
の
支
援
員
を
１
名
増
員
し
て
平
日
を
毎
日
開
室
と

し
、
学
校
復
帰
に
向
け
た
段
階
的
支
援
や
訪
問
等
に
よ
る

相
談
活
動
、
教
職
員
お
よ
び
保
護
者
へ
の
啓
発
活
動
を
充

実
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
事
業

の
自
動
償
還
払
い
制
度
の
導
入
を
始
め
、
耕
地
災
害
に
お

い
て
農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
速
や
か
な
復
旧
が
可
能

と
な
る
よ
う
災
害
復
旧
に
係
る
重
機
借
上
げ
に
対
し
補
助

す
る
制
度
や
、
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
お
そ
れ
が
あ
る
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
賠
償
責
任
保
険
に
市
が
保
険
契
約
者

と
な
っ
て
加
入
す
る
「
認
知
症
高
齢
者
個
人
賠
償
責
任
保

険
事
業
」を
新
た
に
創
設
す
る
な
ど
、安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
間
も
な
く「
平
成
」と
い

う
一
つ
の
時
代
が
終
わ
り
ま
す
。し
か
し
、「
地
方
分
権
時

代
」は
終
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
き
ま
す
。そ
こ
で
、
時

代
の
節
目
と
な
る
平
成
31
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、「
地

方
分
権
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立
し
た
持
続
可
能
な
行

政
運
営
の
も
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
魅
力
や
個

性
、
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
豊
後
大
野
市
が

「
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
、
改
め
て
心
に
誓
い
、「
持
続
可
能
な
豊
後
大

野
市
づ
く
り
」に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
平
成
31
年
度
予
算
に
基
づ
く

主
要
施
策
等
に
つ
い
て
、
31
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
と
し

て
計
上
し
て
お
り
ま
す
も
の
を
中
心
に
ご
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

　
農
林
業
関
係

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
、将
来
に
わ
た
っ
て「
農
地
を
活
か

す
、
人
を
活
か
す
」農
業
を
目
指
す
た
め
、
第
３
次
農
業
振

興
計
画
に
基
づ
き
、
農
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
事
業
を

始
め
、収
益
性
の
高
い
園
芸
品
目
の
導
入
や
、畜
産
技
術
力

の
更
な
る
向
上
と「
お
お
い
た
豊
後
牛
」「
お
お
い
た
和
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
、
農
地
流
動
化
対
策
等
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、平
成
31
年
度
に
導
入
さ

れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
た
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
運
用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、そ
の
効
果
的

な
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

　
商
工
観
光
関
係

　　
工
業
振
興
に
つ
い
て
、
誘
致
企
業
や
中
小
の
地
場
企
業

に
対
し
、税
制
上
の
優
遇
措
置
等
の
周
知
に
努
め
、工
場
の

増
設
等
や
競
争
力
強
化
の
た
め
の
先
端
設
備
等
の
導
入
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、市
商
工
会
と
の
連
携
強

化
は
も
と
よ
り
、
市
商
工
会
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
を
継
続
し
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
分
市

で
の
Ｐ
Ｒ
シ
ョ
ッ
プ
の
事
業
展
開
や
首
都
圏
等
に
お
け
る

商
談
会
な
ど
を
実
施
し
、
市
内
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
見
直
し
た
観

光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、「
市
が
推

進
・
推
奨
す
る
イ
ベ
ン
ト
」
と
「
協
働
推
進
型
イ
ベ
ン
ト
」

を
す
み
分
け
す
る
中
で
、
各
実
行
委
員
会
と
協
議
し
な
が

ら
、補
助
金
の
よ
り
効
果
的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

　
雇
用
を
生
み
出
す
取
組
と
し
て
は
、
平
成
29
年
12
月
か

ら
実
施
し
て
き
た
地
域
雇
用
創
造
事
業
が
最
終
年
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
雇
用
創
出
事
業
を

計
画
的
に
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
創
出
実
践
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
と
豊
後
大
野
を
巡
る

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
さ
ら
に
追
求
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
を
開
拓
し
、雇
用
の
創
造
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係

　　
健
康
増
進
に
つ
い
て
、
壮
年
期
以
降
の
歯
科
口
腔
面
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら
歯
周

疾
患
健
診
事
業
に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
病
対
策
の
拡
充

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
し
て
、妊
産
婦
や
子
育
て
家
庭
が
抱

え
る
母
子
保
健
お
よ
び
育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

等
に
円
滑
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
児
童
の
安
全
・
安

心
な
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら

市
内
13
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
作
業
療
法
士
等
の
専
門
職
を
派

遣
し
、
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
環
境
改
善
や
支
援
員
の
技
能

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
市
と
町
単
位
で
設
置
し
た

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
主
体
等
で
構
成
す
る
協
議
体
を
中
心
に
、
高
齢
者

の
支
え
合
い
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　
障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
等
の

改
正
に
よ
り
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、障
が
い
福

祉
と
他
の
施
策
と
の
更
な
る
連
携
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
相
談
支
援
事
業
所
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
お
よ
び

関
係
機
関
が
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
住
環
境
・
土
地
利
用
・
定
住
関
係

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、平
成
29
年
度
に
策
定
し
た｢

豊
後

大
野
市
水
道
事
業
経
営
戦
略｣

に
基
づ
き
、平
成
31
年
度
か

ら
清
川
、緒
方
、大
野
お
よ
び
犬
飼
簡
易
水
道
事
業
を
上
水

道
事
業
に
事
業
統
合
し
、
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
と
と
も

に
地
域
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
美
し
い
景
観
を
保
全
・
形
成
し
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
、「
景
観
条
例
」の
制
定
と「
景
観
計

画
」の
策
定
と
併
せ
、本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
策
定
し

た「
豊
後
大
野
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
見
直
し

と
と
も
に
、「
立
地
適
正
化
計
画
」の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
39
年
度
か
ら

稼
働
す
る
次
期
施
設
の
整
備
に
向
け
、
関
係
自
治
体
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
白
鹿
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
基
幹
的
設
備
改
良

工
事
の
実
施
に
よ
り
、
維
持
補
修
費
の
削
減
を
図
る
と
と

も
に
、
今
後
の
定
員
管
理
や
維
持
管
理
費
の
削
減
を
目
的

に
運
転
管
理
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
移
住
・

定
住
支
援
情
報
に
加
え
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
移
住
・
定

住
促
進
の
外
部
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
新
設
や
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
た
求
人
情
報
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情

報
を
掲
載
す
る
な
ど
、
提
供
す
る
情
報
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら

開
始
し
た
旧
大
野
高
校
跡
地
の
宅
地
分
譲
を
す
べ
て
分
譲

で
き
る
よ
う
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
防
災
対
策
・
消
防
関
係

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い

る
大
規
模
な
自
然
災
害
や
、高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
応
す
る
防
災
力
・

減
災
力
を
強
化
す
る
た
め
、「
豊
後
大
野
市
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
、組
織
体
制
の
確
立
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、備
蓄
品
等
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
式
防
災
行
政
無
線
を
、Ｉ
Ｐ
通

信
網
を
利
用
し
た
防
災
行
政
無
線
に
変
更
し
、
防
災
行
政

情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
情
報
・
協
働
関
係

　
広
報
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
視
覚
に
障
が

い
が
あ
る
方
へ
の
情
報
提
供
を
充
実
す
る
た
め
、
広
報
誌

の
点
字
版
お
よ
び
音
声
版
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
便
利
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
内
容

の
充
実
と
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
30
年
度
に
創
設
し
た「
市
民
提
案
型
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
」に
つ
い
て
は
、市
民
活
動
団

体
等
が
自
ら
企
画
・
提
案
し
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
効
果
的
な
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、平
成
31
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
行
財
政
関
係

　
広
域
連
携
に
つ
い
て
、
大
分
都
市
広
域
圏
で
策
定
し
た

「
大
分
都
市
広
域
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、
圏
域
内
の
体

育
・
文
化
施
設
等
の
相
互
利
用
を
促
進
し
、
住
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、平
成
31
年
度
か
ら
公
共
施
設
案
内
・

予
約
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
は「
豊
後

大
野
市
行
政
改
革
大
綱
」お
よ
び「
第
３
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
行
財
政

改
革
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
行
政
課
題
に

的
確
に
対
応
し
、
持
続
的
・
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、
次
期
計
画
等
の
策
定
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。

　
教
育
・
文
化
・
芸
術
関
係

　　
小
学
校
の
英
語
教
育
推
進
に
つ
い
て
、
平
成
32
年
度
か

ら
小
学
校
で
本
格
実
施
さ
れ
る
英
語
教
育
の
指
導
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、
そ
の
推
進
役
と
し
て
臨
時
講
師
を
４
名

配
置
し
、
担
任
と
共
に
授
業
実
践
を
重
ね
て
い
く
こ
と
は

も
と
よ
り
、
授
業
の
進
め
方
や
楽
し
く
学
習
で
き
る
教
材

の
研
究
の
ほ
か
、
中
学
校
英
語
教
諭
や
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
人
指

導
助
手
）と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
も
担
い
な
が
ら
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、公
民
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て
は
、

「
公
民
館
運
営
方
針
」に
基
づ
き
、
公
民
館
が
地
域
の
方
々

の
生
活
に
役
立
ち
、
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
地
域
主
体

の
施
設
と
し
て
、
地
域
住
民
が
集
い
、
学
び
、
つ
な
ぐ
場
と

な
る
よ
う
、運
営
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
図
書
館
お
よ
び
資
料
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
実
施
設

計
に
基
づ
き
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
親
し
み
や

す
く
利
用
し
や
す
い
図
書
館
・
資
料
館
を
目
指
し
て
、
建

設
に
着
手
し
ま
す
。

　
自
然
・
環
境
保
全
関
係

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
に
つ
い
て
、
本
年
11
月
に
大
分
県

で
開
催
さ
れ
る
、「
第
10
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
」

の
成
功
に
向
け
、「
お
お
い
た
大
会
実
行
委
員
会
」の
下
、お

お
い
た
豊
後
大
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
協
働
し
て
、

多
く
の
市
民
と
全
国
か
ら
の
来
場
者
が
交
流
し
、
お
互
い

に
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
度
か
ら

稼
動
し
て
い
る
直
営
太
陽
光
発
電
所
を
企
業
会
計
へ
移
行

す
る
こ
と
で
、経
営
状
況
や
財
政
状
態
を
よ
り
明
確
に
し
、

経
営
の
効
率
化
・
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
環
境
保
全
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、昨
年
８
月
か
ら「
株
式
会
社
ぶ
ん
ご
お
お
の
エ

ナ
ジ
ー
」が
電
力
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
そ

の
小
売
電
気
事
業
を
通
じ
て
本
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

具
体
化
を
進
め
な
が
ら
、環
境
保
全
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
以
上
、平
成
31
年
度
の
市
政
運
営
に
当
た
り
、私
の
所
信

の
一
端
と
主
要
施
策
等
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、「
持
続
可
能
な
豊
後
大
野
市
づ
く

り
」の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
豊
後
大
野
市
長
　
　
川
　
野
　
文
　
敏
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平
成
31
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
。



　
本
年
４
月
を
も
っ
て
30
年
続
い
た「
平
成
」と
い
う
時
代

が
幕
を
閉
じ
ま
す
。こ
の「
平
成
」は
、
地
方
に
と
っ
て
、
明

治
維
新
、
戦
後
改
革
に
次
ぐ「
第
三
の
改
革
」と
い
わ
れ
る

「
地
方
分
権
改
革
」が
本
格
化
し
、
分
権
改
革
の
受
け
皿
づ

く
り
と
し
て
進
め
ら
れ
た「
平
成
の
大
合
併
」と
呼
ば
れ
る

市
町
村
合
併
や
、「
三
位
一
体
改
革
」な
ど
、地
方
自
治
が
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方
分
権
改
革
の
流
れ
の
中

で
平
成
17
年
に
合
併
し
、
平
成
31
年
度
で
15
年
目
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
15
年
目
と
な
る
平
成
31
年

度
は
、
普
通
交
付
税
の
特
例
措
置
で
あ
る「
合
併
算
定
替
」

の
最
終
年
度
と
な
り
、本
市
は
今
後
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で

市
政
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
折
り
返
し
の

２
年
と
な
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
間
、「
働
く
場
の
確
保
」

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」「
学
校
教
育
の
充
実
」を
基
本
政
策

と
し
て
取
り
組
む
中
で
、平
成
30
年
度
は
、こ
の
３
本
の
柱

を
本
格
始
動
さ
せ
る
年
と
位
置
付
け
、
各
種
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
３
年
目
と
な
る
平
成
31
年
度
は
、
そ
の
歩
み
を
止
め
る

こ
と
な
く
、一
歩
一
歩
着
実
に
、そ
し
て
前
へ
前
へ
と
力
強

く
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、１
つ
目
の「
働
く
場
の
確
保
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
30
年
度
に
作
成
し
た
「
豊
後
大
野
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」を
活
用
し
な
が
ら
、三
重
総
合
高
校
の
就
職
希
望
者

お
よ
び
保
護
者
を
対
象
に
し
た
地
場
企
業
合
同
説
明
会
を

引
き
続
き
開
催
す
る
な
ど
、
雇
用
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
県
内
産
出
額
の
４
割
を
占
め
る
キ
ク
団
地
の
新
た

な
団
地
形
成
整
備
拡
大
事
業
や
、
昨
年
４
月
に
操
業
を
開

始
し
た
誘
致
企
業
の
農
産
物
加
工
施
設
増
設
事
業
を
支
援

す
る
な
ど
の
取
組
に
よ
り
、働
く
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
２
つ
目
の「
子
育
て
支
援
の
充
実
」に
つ
き
ま
し

て
は
、平
成
31
年
度
に
設
置
す
る「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
臨
床
心
理
士
や
保
健
師
等
の
専
門
職
を
配

置
し
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
健
診
時
に
眼
科

疾
患
等
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た「
視
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査※

１
」や
、
出
生
児

の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
症
予
防
を
目
的
と
し
た
風

し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
国
は
、
本
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
を
無
償

化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、本
市
で
は
、他
市
の
状
況

を
踏
ま
え
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
保
育
料
を
国
基
準
の
６

割
の
額
に
低
減
す
る
と
と
も
に
、
国
の
無
償
化
が
開
始
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
現
行
の
保
育
料
の
無
償
化
を
拡
大
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
３
つ
目
の「
学
校
教
育
の
充
実
」に
つ
き
ま
し

て
は
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育※

２
」
の
視
点
に
立
っ
た
「
連
携
型

小
・
中
一
貫
教
育
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル※

３
」

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
解
消
に

向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
か

じ
か
」
の
支
援
員
を
１
名
増
員
し
て
平
日
を
毎
日
開
室
と

し
、
学
校
復
帰
に
向
け
た
段
階
的
支
援
や
訪
問
等
に
よ
る

相
談
活
動
、
教
職
員
お
よ
び
保
護
者
へ
の
啓
発
活
動
を
充

実
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
事
業

の
自
動
償
還
払
い
制
度
の
導
入
を
始
め
、
耕
地
災
害
に
お

い
て
農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
速
や
か
な
復
旧
が
可
能

と
な
る
よ
う
災
害
復
旧
に
係
る
重
機
借
上
げ
に
対
し
補
助

す
る
制
度
や
、
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
お
そ
れ
が
あ
る
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
賠
償
責
任
保
険
に
市
が
保
険
契
約
者

と
な
っ
て
加
入
す
る
「
認
知
症
高
齢
者
個
人
賠
償
責
任
保

険
事
業
」を
新
た
に
創
設
す
る
な
ど
、安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
間
も
な
く「
平
成
」と
い

う
一
つ
の
時
代
が
終
わ
り
ま
す
。し
か
し
、「
地
方
分
権
時

代
」は
終
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
き
ま
す
。そ
こ
で
、
時

代
の
節
目
と
な
る
平
成
31
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、「
地

方
分
権
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立
し
た
持
続
可
能
な
行

政
運
営
の
も
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
魅
力
や
個

性
、
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
豊
後
大
野
市
が

「
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
、
改
め
て
心
に
誓
い
、「
持
続
可
能
な
豊
後
大

野
市
づ
く
り
」に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
平
成
31
年
度
予
算
に
基
づ
く

主
要
施
策
等
に
つ
い
て
、
31
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
と
し

て
計
上
し
て
お
り
ま
す
も
の
を
中
心
に
ご
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

　
農
林
業
関
係

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
、将
来
に
わ
た
っ
て「
農
地
を
活
か

す
、
人
を
活
か
す
」農
業
を
目
指
す
た
め
、
第
３
次
農
業
振

興
計
画
に
基
づ
き
、
農
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
事
業
を

始
め
、収
益
性
の
高
い
園
芸
品
目
の
導
入
や
、畜
産
技
術
力

の
更
な
る
向
上
と「
お
お
い
た
豊
後
牛
」「
お
お
い
た
和
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
、
農
地
流
動
化
対
策
等
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、平
成
31
年
度
に
導
入
さ

れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
た
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
運
用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、そ
の
効
果
的

な
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

　
商
工
観
光
関
係

　　
工
業
振
興
に
つ
い
て
、
誘
致
企
業
や
中
小
の
地
場
企
業

に
対
し
、税
制
上
の
優
遇
措
置
等
の
周
知
に
努
め
、工
場
の

増
設
等
や
競
争
力
強
化
の
た
め
の
先
端
設
備
等
の
導
入
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、市
商
工
会
と
の
連
携
強

化
は
も
と
よ
り
、
市
商
工
会
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
を
継
続
し
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
分
市

で
の
Ｐ
Ｒ
シ
ョ
ッ
プ
の
事
業
展
開
や
首
都
圏
等
に
お
け
る

商
談
会
な
ど
を
実
施
し
、
市
内
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
見
直
し
た
観

光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、「
市
が
推

進
・
推
奨
す
る
イ
ベ
ン
ト
」
と
「
協
働
推
進
型
イ
ベ
ン
ト
」

を
す
み
分
け
す
る
中
で
、
各
実
行
委
員
会
と
協
議
し
な
が

ら
、補
助
金
の
よ
り
効
果
的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

　
雇
用
を
生
み
出
す
取
組
と
し
て
は
、
平
成
29
年
12
月
か

ら
実
施
し
て
き
た
地
域
雇
用
創
造
事
業
が
最
終
年
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
雇
用
創
出
事
業
を

計
画
的
に
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
創
出
実
践
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
と
豊
後
大
野
を
巡
る

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
さ
ら
に
追
求
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
を
開
拓
し
、雇
用
の
創
造
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係

　　
健
康
増
進
に
つ
い
て
、
壮
年
期
以
降
の
歯
科
口
腔
面
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら
歯
周

疾
患
健
診
事
業
に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
病
対
策
の
拡
充

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
し
て
、妊
産
婦
や
子
育
て
家
庭
が
抱

え
る
母
子
保
健
お
よ
び
育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

等
に
円
滑
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
児
童
の
安
全
・
安

心
な
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら

市
内
13
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
作
業
療
法
士
等
の
専
門
職
を
派

遣
し
、
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
環
境
改
善
や
支
援
員
の
技
能

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
市
と
町
単
位
で
設
置
し
た

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
主
体
等
で
構
成
す
る
協
議
体
を
中
心
に
、
高
齢
者

の
支
え
合
い
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　
障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
等
の

改
正
に
よ
り
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、障
が
い
福

祉
と
他
の
施
策
と
の
更
な
る
連
携
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
相
談
支
援
事
業
所
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
お
よ
び

関
係
機
関
が
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
住
環
境
・
土
地
利
用
・
定
住
関
係

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、平
成
29
年
度
に
策
定
し
た｢

豊
後

大
野
市
水
道
事
業
経
営
戦
略｣

に
基
づ
き
、平
成
31
年
度
か

ら
清
川
、緒
方
、大
野
お
よ
び
犬
飼
簡
易
水
道
事
業
を
上
水

道
事
業
に
事
業
統
合
し
、
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
と
と
も

に
地
域
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
美
し
い
景
観
を
保
全
・
形
成
し
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
、「
景
観
条
例
」の
制
定
と「
景
観
計

画
」の
策
定
と
併
せ
、本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
策
定
し

た「
豊
後
大
野
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
見
直
し

と
と
も
に
、「
立
地
適
正
化
計
画
」の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
39
年
度
か
ら

稼
働
す
る
次
期
施
設
の
整
備
に
向
け
、
関
係
自
治
体
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
白
鹿
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
基
幹
的
設
備
改
良

工
事
の
実
施
に
よ
り
、
維
持
補
修
費
の
削
減
を
図
る
と
と

も
に
、
今
後
の
定
員
管
理
や
維
持
管
理
費
の
削
減
を
目
的

に
運
転
管
理
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
移
住
・

定
住
支
援
情
報
に
加
え
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
移
住
・
定

住
促
進
の
外
部
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
新
設
や
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
た
求
人
情
報
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情

報
を
掲
載
す
る
な
ど
、
提
供
す
る
情
報
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら

開
始
し
た
旧
大
野
高
校
跡
地
の
宅
地
分
譲
を
す
べ
て
分
譲

で
き
る
よ
う
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
防
災
対
策
・
消
防
関
係

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い

る
大
規
模
な
自
然
災
害
や
、高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
応
す
る
防
災
力
・

減
災
力
を
強
化
す
る
た
め
、「
豊
後
大
野
市
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
、組
織
体
制
の
確
立
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、備
蓄
品
等
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
式
防
災
行
政
無
線
を
、Ｉ
Ｐ
通

信
網
を
利
用
し
た
防
災
行
政
無
線
に
変
更
し
、
防
災
行
政

情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
情
報
・
協
働
関
係

　
広
報
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
視
覚
に
障
が

い
が
あ
る
方
へ
の
情
報
提
供
を
充
実
す
る
た
め
、
広
報
誌

の
点
字
版
お
よ
び
音
声
版
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
便
利
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
内
容

の
充
実
と
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
30
年
度
に
創
設
し
た「
市
民
提
案
型
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
」に
つ
い
て
は
、市
民
活
動
団

体
等
が
自
ら
企
画
・
提
案
し
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
効
果
的
な
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、平
成
31
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
行
財
政
関
係

　
広
域
連
携
に
つ
い
て
、
大
分
都
市
広
域
圏
で
策
定
し
た

「
大
分
都
市
広
域
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、
圏
域
内
の
体

育
・
文
化
施
設
等
の
相
互
利
用
を
促
進
し
、
住
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、平
成
31
年
度
か
ら
公
共
施
設
案
内
・

予
約
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
は「
豊
後

大
野
市
行
政
改
革
大
綱
」お
よ
び「
第
３
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
行
財
政

改
革
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
行
政
課
題
に

的
確
に
対
応
し
、
持
続
的
・
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、
次
期
計
画
等
の
策
定
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。

　
教
育
・
文
化
・
芸
術
関
係

　　
小
学
校
の
英
語
教
育
推
進
に
つ
い
て
、
平
成
32
年
度
か

ら
小
学
校
で
本
格
実
施
さ
れ
る
英
語
教
育
の
指
導
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、
そ
の
推
進
役
と
し
て
臨
時
講
師
を
４
名

配
置
し
、
担
任
と
共
に
授
業
実
践
を
重
ね
て
い
く
こ
と
は

も
と
よ
り
、
授
業
の
進
め
方
や
楽
し
く
学
習
で
き
る
教
材

の
研
究
の
ほ
か
、
中
学
校
英
語
教
諭
や
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
人
指

導
助
手
）と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
も
担
い
な
が
ら
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、公
民
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て
は
、

「
公
民
館
運
営
方
針
」に
基
づ
き
、
公
民
館
が
地
域
の
方
々

の
生
活
に
役
立
ち
、
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
地
域
主
体

の
施
設
と
し
て
、
地
域
住
民
が
集
い
、
学
び
、
つ
な
ぐ
場
と

な
る
よ
う
、運
営
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
図
書
館
お
よ
び
資
料
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
実
施
設

計
に
基
づ
き
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
親
し
み
や

す
く
利
用
し
や
す
い
図
書
館
・
資
料
館
を
目
指
し
て
、
建

設
に
着
手
し
ま
す
。

　
自
然
・
環
境
保
全
関
係

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
に
つ
い
て
、
本
年
11
月
に
大
分
県

で
開
催
さ
れ
る
、「
第
10
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
」

の
成
功
に
向
け
、「
お
お
い
た
大
会
実
行
委
員
会
」の
下
、お

お
い
た
豊
後
大
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
協
働
し
て
、

多
く
の
市
民
と
全
国
か
ら
の
来
場
者
が
交
流
し
、
お
互
い

に
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
度
か
ら

稼
動
し
て
い
る
直
営
太
陽
光
発
電
所
を
企
業
会
計
へ
移
行

す
る
こ
と
で
、経
営
状
況
や
財
政
状
態
を
よ
り
明
確
に
し
、

経
営
の
効
率
化
・
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
環
境
保
全
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、昨
年
８
月
か
ら「
株
式
会
社
ぶ
ん
ご
お
お
の
エ

ナ
ジ
ー
」が
電
力
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
そ

の
小
売
電
気
事
業
を
通
じ
て
本
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

具
体
化
を
進
め
な
が
ら
、環
境
保
全
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
以
上
、平
成
31
年
度
の
市
政
運
営
に
当
た
り
、私
の
所
信

の
一
端
と
主
要
施
策
等
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、「
持
続
可
能
な
豊
後
大
野
市
づ
く

り
」の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
豊
後
大
野
市
長
　
　
川
　
野
　
文
　
敏

▲JR九州とタイアップして「おおいた和牛」をPR

※

１
　
ま
だ
症
状
が
出
て
い
な
い
人
に
対
し
て
、
病
気
の
可
能
性
が

　
　
　
あ
る
か
調
べ
る
た
め
の
視
覚
検
査
。

※

２
　
一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
、
そ
の
た
め

　
　
　
に
必
要
な
能
力
や
態
度
を
育
て
、発
達
を
促
す
教
育
。

※

３
　
保
護
者
や
地
域
の
思
い
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
住
民

　
　
　
が
学
校
運
営
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
形
態
の
学
校
。
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本
年
４
月
を
も
っ
て
30
年
続
い
た「
平
成
」と
い
う
時
代

が
幕
を
閉
じ
ま
す
。こ
の「
平
成
」は
、
地
方
に
と
っ
て
、
明

治
維
新
、
戦
後
改
革
に
次
ぐ「
第
三
の
改
革
」と
い
わ
れ
る

「
地
方
分
権
改
革
」が
本
格
化
し
、
分
権
改
革
の
受
け
皿
づ

く
り
と
し
て
進
め
ら
れ
た「
平
成
の
大
合
併
」と
呼
ば
れ
る

市
町
村
合
併
や
、「
三
位
一
体
改
革
」な
ど
、地
方
自
治
が
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方
分
権
改
革
の
流
れ
の
中

で
平
成
17
年
に
合
併
し
、
平
成
31
年
度
で
15
年
目
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
15
年
目
と
な
る
平
成
31
年

度
は
、
普
通
交
付
税
の
特
例
措
置
で
あ
る「
合
併
算
定
替
」

の
最
終
年
度
と
な
り
、本
市
は
今
後
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で

市
政
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
折
り
返
し
の

２
年
と
な
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
間
、「
働
く
場
の
確
保
」

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」「
学
校
教
育
の
充
実
」を
基
本
政
策

と
し
て
取
り
組
む
中
で
、平
成
30
年
度
は
、こ
の
３
本
の
柱

を
本
格
始
動
さ
せ
る
年
と
位
置
付
け
、
各
種
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
３
年
目
と
な
る
平
成
31
年
度
は
、
そ
の
歩
み
を
止
め
る

こ
と
な
く
、一
歩
一
歩
着
実
に
、そ
し
て
前
へ
前
へ
と
力
強

く
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、１
つ
目
の「
働
く
場
の
確
保
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
30
年
度
に
作
成
し
た
「
豊
後
大
野
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」を
活
用
し
な
が
ら
、三
重
総
合
高
校
の
就
職
希
望
者

お
よ
び
保
護
者
を
対
象
に
し
た
地
場
企
業
合
同
説
明
会
を

引
き
続
き
開
催
す
る
な
ど
、
雇
用
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
県
内
産
出
額
の
４
割
を
占
め
る
キ
ク
団
地
の
新
た

な
団
地
形
成
整
備
拡
大
事
業
や
、
昨
年
４
月
に
操
業
を
開

始
し
た
誘
致
企
業
の
農
産
物
加
工
施
設
増
設
事
業
を
支
援

す
る
な
ど
の
取
組
に
よ
り
、働
く
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
２
つ
目
の「
子
育
て
支
援
の
充
実
」に
つ
き
ま
し

て
は
、平
成
31
年
度
に
設
置
す
る「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
臨
床
心
理
士
や
保
健
師
等
の
専
門
職
を
配

置
し
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
健
診
時
に
眼
科

疾
患
等
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た「
視
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査※

１
」や
、
出
生
児

の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
症
予
防
を
目
的
と
し
た
風

し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
国
は
、
本
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
を
無
償

化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、本
市
で
は
、他
市
の
状
況

を
踏
ま
え
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
保
育
料
を
国
基
準
の
６

割
の
額
に
低
減
す
る
と
と
も
に
、
国
の
無
償
化
が
開
始
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
現
行
の
保
育
料
の
無
償
化
を
拡
大
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
３
つ
目
の「
学
校
教
育
の
充
実
」に
つ
き
ま
し

て
は
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育※

２
」
の
視
点
に
立
っ
た
「
連
携
型

小
・
中
一
貫
教
育
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル※

３
」

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
解
消
に

向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
か

じ
か
」
の
支
援
員
を
１
名
増
員
し
て
平
日
を
毎
日
開
室
と

し
、
学
校
復
帰
に
向
け
た
段
階
的
支
援
や
訪
問
等
に
よ
る

相
談
活
動
、
教
職
員
お
よ
び
保
護
者
へ
の
啓
発
活
動
を
充

実
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
事
業

の
自
動
償
還
払
い
制
度
の
導
入
を
始
め
、
耕
地
災
害
に
お

い
て
農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
速
や
か
な
復
旧
が
可
能

と
な
る
よ
う
災
害
復
旧
に
係
る
重
機
借
上
げ
に
対
し
補
助

す
る
制
度
や
、
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
お
そ
れ
が
あ
る
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
賠
償
責
任
保
険
に
市
が
保
険
契
約
者

と
な
っ
て
加
入
す
る
「
認
知
症
高
齢
者
個
人
賠
償
責
任
保

険
事
業
」を
新
た
に
創
設
す
る
な
ど
、安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
間
も
な
く「
平
成
」と
い

う
一
つ
の
時
代
が
終
わ
り
ま
す
。し
か
し
、「
地
方
分
権
時

代
」は
終
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
き
ま
す
。そ
こ
で
、
時

代
の
節
目
と
な
る
平
成
31
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、「
地

方
分
権
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立
し
た
持
続
可
能
な
行

政
運
営
の
も
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
魅
力
や
個

性
、
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
豊
後
大
野
市
が

「
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
、
改
め
て
心
に
誓
い
、「
持
続
可
能
な
豊
後
大

野
市
づ
く
り
」に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
平
成
31
年
度
予
算
に
基
づ
く

主
要
施
策
等
に
つ
い
て
、
31
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
と
し

て
計
上
し
て
お
り
ま
す
も
の
を
中
心
に
ご
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

　
農
林
業
関
係

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
、将
来
に
わ
た
っ
て「
農
地
を
活
か

す
、
人
を
活
か
す
」農
業
を
目
指
す
た
め
、
第
３
次
農
業
振

興
計
画
に
基
づ
き
、
農
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
事
業
を

始
め
、収
益
性
の
高
い
園
芸
品
目
の
導
入
や
、畜
産
技
術
力

の
更
な
る
向
上
と「
お
お
い
た
豊
後
牛
」「
お
お
い
た
和
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
、
農
地
流
動
化
対
策
等
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、平
成
31
年
度
に
導
入
さ

れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
た
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
運
用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、そ
の
効
果
的

な
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

　
商
工
観
光
関
係

　　
工
業
振
興
に
つ
い
て
、
誘
致
企
業
や
中
小
の
地
場
企
業

に
対
し
、税
制
上
の
優
遇
措
置
等
の
周
知
に
努
め
、工
場
の

増
設
等
や
競
争
力
強
化
の
た
め
の
先
端
設
備
等
の
導
入
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、市
商
工
会
と
の
連
携
強

化
は
も
と
よ
り
、
市
商
工
会
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
を
継
続
し
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
分
市

で
の
Ｐ
Ｒ
シ
ョ
ッ
プ
の
事
業
展
開
や
首
都
圏
等
に
お
け
る

商
談
会
な
ど
を
実
施
し
、
市
内
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
見
直
し
た
観

光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、「
市
が
推

進
・
推
奨
す
る
イ
ベ
ン
ト
」
と
「
協
働
推
進
型
イ
ベ
ン
ト
」

を
す
み
分
け
す
る
中
で
、
各
実
行
委
員
会
と
協
議
し
な
が

ら
、補
助
金
の
よ
り
効
果
的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

　
雇
用
を
生
み
出
す
取
組
と
し
て
は
、
平
成
29
年
12
月
か

ら
実
施
し
て
き
た
地
域
雇
用
創
造
事
業
が
最
終
年
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
雇
用
創
出
事
業
を

計
画
的
に
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
創
出
実
践
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
と
豊
後
大
野
を
巡
る

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
さ
ら
に
追
求
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
を
開
拓
し
、雇
用
の
創
造
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係

　　
健
康
増
進
に
つ
い
て
、
壮
年
期
以
降
の
歯
科
口
腔
面
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら
歯
周

疾
患
健
診
事
業
に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
病
対
策
の
拡
充

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
し
て
、妊
産
婦
や
子
育
て
家
庭
が
抱

え
る
母
子
保
健
お
よ
び
育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

等
に
円
滑
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
児
童
の
安
全
・
安

心
な
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら

市
内
13
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
作
業
療
法
士
等
の
専
門
職
を
派

遣
し
、
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
環
境
改
善
や
支
援
員
の
技
能

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
市
と
町
単
位
で
設
置
し
た

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
主
体
等
で
構
成
す
る
協
議
体
を
中
心
に
、
高
齢
者

の
支
え
合
い
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　
障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
等
の

改
正
に
よ
り
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、障
が
い
福

祉
と
他
の
施
策
と
の
更
な
る
連
携
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
相
談
支
援
事
業
所
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
お
よ
び

関
係
機
関
が
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
住
環
境
・
土
地
利
用
・
定
住
関
係

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、平
成
29
年
度
に
策
定
し
た｢

豊
後

大
野
市
水
道
事
業
経
営
戦
略｣

に
基
づ
き
、平
成
31
年
度
か

ら
清
川
、緒
方
、大
野
お
よ
び
犬
飼
簡
易
水
道
事
業
を
上
水

道
事
業
に
事
業
統
合
し
、
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
と
と
も

に
地
域
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
美
し
い
景
観
を
保
全
・
形
成
し
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
、「
景
観
条
例
」の
制
定
と「
景
観
計

画
」の
策
定
と
併
せ
、本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
策
定
し

た「
豊
後
大
野
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
見
直
し

と
と
も
に
、「
立
地
適
正
化
計
画
」の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
39
年
度
か
ら

稼
働
す
る
次
期
施
設
の
整
備
に
向
け
、
関
係
自
治
体
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
白
鹿
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
基
幹
的
設
備
改
良

工
事
の
実
施
に
よ
り
、
維
持
補
修
費
の
削
減
を
図
る
と
と

も
に
、
今
後
の
定
員
管
理
や
維
持
管
理
費
の
削
減
を
目
的

に
運
転
管
理
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
移
住
・

定
住
支
援
情
報
に
加
え
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
移
住
・
定

住
促
進
の
外
部
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
新
設
や
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
た
求
人
情
報
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情

報
を
掲
載
す
る
な
ど
、
提
供
す
る
情
報
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら

開
始
し
た
旧
大
野
高
校
跡
地
の
宅
地
分
譲
を
す
べ
て
分
譲

で
き
る
よ
う
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
防
災
対
策
・
消
防
関
係

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い

る
大
規
模
な
自
然
災
害
や
、高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
応
す
る
防
災
力
・

減
災
力
を
強
化
す
る
た
め
、「
豊
後
大
野
市
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
、組
織
体
制
の
確
立
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、備
蓄
品
等
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
式
防
災
行
政
無
線
を
、Ｉ
Ｐ
通

信
網
を
利
用
し
た
防
災
行
政
無
線
に
変
更
し
、
防
災
行
政

情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
情
報
・
協
働
関
係

　
広
報
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
視
覚
に
障
が

い
が
あ
る
方
へ
の
情
報
提
供
を
充
実
す
る
た
め
、
広
報
誌

の
点
字
版
お
よ
び
音
声
版
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
便
利
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
内
容

の
充
実
と
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
30
年
度
に
創
設
し
た「
市
民
提
案
型
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
」に
つ
い
て
は
、市
民
活
動
団

体
等
が
自
ら
企
画
・
提
案
し
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
効
果
的
な
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、平
成
31
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
行
財
政
関
係

　
広
域
連
携
に
つ
い
て
、
大
分
都
市
広
域
圏
で
策
定
し
た

「
大
分
都
市
広
域
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、
圏
域
内
の
体

育
・
文
化
施
設
等
の
相
互
利
用
を
促
進
し
、
住
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、平
成
31
年
度
か
ら
公
共
施
設
案
内
・

予
約
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
は「
豊
後

大
野
市
行
政
改
革
大
綱
」お
よ
び「
第
３
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
行
財
政

改
革
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
行
政
課
題
に

的
確
に
対
応
し
、
持
続
的
・
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、
次
期
計
画
等
の
策
定
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。

　
教
育
・
文
化
・
芸
術
関
係

　　
小
学
校
の
英
語
教
育
推
進
に
つ
い
て
、
平
成
32
年
度
か

ら
小
学
校
で
本
格
実
施
さ
れ
る
英
語
教
育
の
指
導
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、
そ
の
推
進
役
と
し
て
臨
時
講
師
を
４
名

配
置
し
、
担
任
と
共
に
授
業
実
践
を
重
ね
て
い
く
こ
と
は

も
と
よ
り
、
授
業
の
進
め
方
や
楽
し
く
学
習
で
き
る
教
材

の
研
究
の
ほ
か
、
中
学
校
英
語
教
諭
や
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
人
指

導
助
手
）と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
も
担
い
な
が
ら
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、公
民
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て
は
、

「
公
民
館
運
営
方
針
」に
基
づ
き
、
公
民
館
が
地
域
の
方
々

の
生
活
に
役
立
ち
、
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
地
域
主
体

の
施
設
と
し
て
、
地
域
住
民
が
集
い
、
学
び
、
つ
な
ぐ
場
と

な
る
よ
う
、運
営
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
図
書
館
お
よ
び
資
料
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
実
施
設

計
に
基
づ
き
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
親
し
み
や

す
く
利
用
し
や
す
い
図
書
館
・
資
料
館
を
目
指
し
て
、
建

設
に
着
手
し
ま
す
。

　
自
然
・
環
境
保
全
関
係

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
に
つ
い
て
、
本
年
11
月
に
大
分
県

で
開
催
さ
れ
る
、「
第
10
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
」

の
成
功
に
向
け
、「
お
お
い
た
大
会
実
行
委
員
会
」の
下
、お

お
い
た
豊
後
大
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
協
働
し
て
、

多
く
の
市
民
と
全
国
か
ら
の
来
場
者
が
交
流
し
、
お
互
い

に
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
度
か
ら

稼
動
し
て
い
る
直
営
太
陽
光
発
電
所
を
企
業
会
計
へ
移
行

す
る
こ
と
で
、経
営
状
況
や
財
政
状
態
を
よ
り
明
確
に
し
、

経
営
の
効
率
化
・
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
環
境
保
全
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、昨
年
８
月
か
ら「
株
式
会
社
ぶ
ん
ご
お
お
の
エ

ナ
ジ
ー
」が
電
力
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
そ

の
小
売
電
気
事
業
を
通
じ
て
本
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

具
体
化
を
進
め
な
が
ら
、環
境
保
全
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
以
上
、平
成
31
年
度
の
市
政
運
営
に
当
た
り
、私
の
所
信

の
一
端
と
主
要
施
策
等
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、「
持
続
可
能
な
豊
後
大
野
市
づ
く

り
」の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
豊
後
大
野
市
長
　
　
川
　
野
　
文
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本
年
４
月
を
も
っ
て
30
年
続
い
た「
平
成
」と
い
う
時
代

が
幕
を
閉
じ
ま
す
。こ
の「
平
成
」は
、
地
方
に
と
っ
て
、
明

治
維
新
、
戦
後
改
革
に
次
ぐ「
第
三
の
改
革
」と
い
わ
れ
る

「
地
方
分
権
改
革
」が
本
格
化
し
、
分
権
改
革
の
受
け
皿
づ

く
り
と
し
て
進
め
ら
れ
た「
平
成
の
大
合
併
」と
呼
ば
れ
る

市
町
村
合
併
や
、「
三
位
一
体
改
革
」な
ど
、地
方
自
治
が
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
た
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方
分
権
改
革
の
流
れ
の
中

で
平
成
17
年
に
合
併
し
、
平
成
31
年
度
で
15
年
目
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
15
年
目
と
な
る
平
成
31
年

度
は
、
普
通
交
付
税
の
特
例
措
置
で
あ
る「
合
併
算
定
替
」

の
最
終
年
度
と
な
り
、本
市
は
今
後
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で

市
政
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
折
り
返
し
の

２
年
と
な
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
間
、「
働
く
場
の
確
保
」

「
子
育
て
支
援
の
充
実
」「
学
校
教
育
の
充
実
」を
基
本
政
策

と
し
て
取
り
組
む
中
で
、平
成
30
年
度
は
、こ
の
３
本
の
柱

を
本
格
始
動
さ
せ
る
年
と
位
置
付
け
、
各
種
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
３
年
目
と
な
る
平
成
31
年
度
は
、
そ
の
歩
み
を
止
め
る

こ
と
な
く
、一
歩
一
歩
着
実
に
、そ
し
て
前
へ
前
へ
と
力
強

く
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、１
つ
目
の「
働
く
場
の
確
保
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
30
年
度
に
作
成
し
た
「
豊
後
大
野
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」を
活
用
し
な
が
ら
、三
重
総
合
高
校
の
就
職
希
望
者

お
よ
び
保
護
者
を
対
象
に
し
た
地
場
企
業
合
同
説
明
会
を

引
き
続
き
開
催
す
る
な
ど
、
雇
用
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
県
内
産
出
額
の
４
割
を
占
め
る
キ
ク
団
地
の
新
た

な
団
地
形
成
整
備
拡
大
事
業
や
、
昨
年
４
月
に
操
業
を
開

始
し
た
誘
致
企
業
の
農
産
物
加
工
施
設
増
設
事
業
を
支
援

す
る
な
ど
の
取
組
に
よ
り
、働
く
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
２
つ
目
の「
子
育
て
支
援
の
充
実
」に
つ
き
ま
し

て
は
、平
成
31
年
度
に
設
置
す
る「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
臨
床
心
理
士
や
保
健
師
等
の
専
門
職
を
配

置
し
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
健
診
時
に
眼
科

疾
患
等
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た「
視
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査※

１
」や
、
出
生
児

の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
症
予
防
を
目
的
と
し
た
風

し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
国
は
、
本
年
10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
を
無
償

化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、本
市
で
は
、他
市
の
状
況

を
踏
ま
え
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
保
育
料
を
国
基
準
の
６

割
の
額
に
低
減
す
る
と
と
も
に
、
国
の
無
償
化
が
開
始
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
現
行
の
保
育
料
の
無
償
化
を
拡
大
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
３
つ
目
の「
学
校
教
育
の
充
実
」に
つ
き
ま
し

て
は
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育※

２
」
の
視
点
に
立
っ
た
「
連
携
型

小
・
中
一
貫
教
育
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル※

３
」

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
解
消
に

向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
た
め
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
か

じ
か
」
の
支
援
員
を
１
名
増
員
し
て
平
日
を
毎
日
開
室
と

し
、
学
校
復
帰
に
向
け
た
段
階
的
支
援
や
訪
問
等
に
よ
る

相
談
活
動
、
教
職
員
お
よ
び
保
護
者
へ
の
啓
発
活
動
を
充

実
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
事
業

の
自
動
償
還
払
い
制
度
の
導
入
を
始
め
、
耕
地
災
害
に
お

い
て
農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
の
速
や
か
な
復
旧
が
可
能

と
な
る
よ
う
災
害
復
旧
に
係
る
重
機
借
上
げ
に
対
し
補
助

す
る
制
度
や
、
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
お
そ
れ
が
あ
る
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
賠
償
責
任
保
険
に
市
が
保
険
契
約
者

と
な
っ
て
加
入
す
る
「
認
知
症
高
齢
者
個
人
賠
償
責
任
保

険
事
業
」を
新
た
に
創
設
す
る
な
ど
、安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
間
も
な
く「
平
成
」と
い

う
一
つ
の
時
代
が
終
わ
り
ま
す
。し
か
し
、「
地
方
分
権
時

代
」は
終
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
き
ま
す
。そ
こ
で
、
時

代
の
節
目
と
な
る
平
成
31
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、「
地

方
分
権
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
い
自
立
し
た
持
続
可
能
な
行

政
運
営
の
も
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
つ
魅
力
や
個

性
、
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
豊
後
大
野
市
が

「
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
、
改
め
て
心
に
誓
い
、「
持
続
可
能
な
豊
後
大

野
市
づ
く
り
」に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
平
成
31
年
度
予
算
に
基
づ
く

主
要
施
策
等
に
つ
い
て
、
31
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
と
し

て
計
上
し
て
お
り
ま
す
も
の
を
中
心
に
ご
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

　
農
林
業
関
係

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
、将
来
に
わ
た
っ
て「
農
地
を
活
か

す
、
人
を
活
か
す
」農
業
を
目
指
す
た
め
、
第
３
次
農
業
振

興
計
画
に
基
づ
き
、
農
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
事
業
を

始
め
、収
益
性
の
高
い
園
芸
品
目
の
導
入
や
、畜
産
技
術
力

の
更
な
る
向
上
と「
お
お
い
た
豊
後
牛
」「
お
お
い
た
和
牛
」

の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
、
農
地
流
動
化
対
策
等
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
ま
た
、林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、平
成
31
年
度
に
導
入
さ

れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
た
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
を
円
滑
に
運
用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、そ
の
効
果
的

な
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

　
商
工
観
光
関
係

　　
工
業
振
興
に
つ
い
て
、
誘
致
企
業
や
中
小
の
地
場
企
業

に
対
し
、税
制
上
の
優
遇
措
置
等
の
周
知
に
努
め
、工
場
の

増
設
等
や
競
争
力
強
化
の
た
め
の
先
端
設
備
等
の
導
入
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、市
商
工
会
と
の
連
携
強

化
は
も
と
よ
り
、
市
商
工
会
が
実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
を
継
続
し
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
分
市

で
の
Ｐ
Ｒ
シ
ョ
ッ
プ
の
事
業
展
開
や
首
都
圏
等
に
お
け
る

商
談
会
な
ど
を
実
施
し
、
市
内
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
に
見
直
し
た
観

光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、「
市
が
推

進
・
推
奨
す
る
イ
ベ
ン
ト
」
と
「
協
働
推
進
型
イ
ベ
ン
ト
」

を
す
み
分
け
す
る
中
で
、
各
実
行
委
員
会
と
協
議
し
な
が

ら
、補
助
金
の
よ
り
効
果
的
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

　
雇
用
を
生
み
出
す
取
組
と
し
て
は
、
平
成
29
年
12
月
か

ら
実
施
し
て
き
た
地
域
雇
用
創
造
事
業
が
最
終
年
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
雇
用
創
出
事
業
を

計
画
的
に
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
雇
用
創
出
実
践
メ
ニ
ュ

ー
で
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
品
の
開
発
と
豊
後
大
野
を
巡
る

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
さ
ら
に
追
求
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
を
開
拓
し
、雇
用
の
創
造
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係

　　
健
康
増
進
に
つ
い
て
、
壮
年
期
以
降
の
歯
科
口
腔
面
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら
歯
周

疾
患
健
診
事
業
に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
病
対
策
の
拡
充

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
し
て
、妊
産
婦
や
子
育
て
家
庭
が
抱

え
る
母
子
保
健
お
よ
び
育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

等
に
円
滑
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
児
童
の
安
全
・
安

心
な
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら

市
内
13
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
作
業
療
法
士
等
の
専
門
職
を
派

遣
し
、
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
環
境
改
善
や
支
援
員
の
技
能

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
市
と
町
単
位
で
設
置
し
た

「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
主
体
等
で
構
成
す
る
協
議
体
を
中
心
に
、
高
齢
者

の
支
え
合
い
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　
障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
等
の

改
正
に
よ
り
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、障
が
い
福

祉
と
他
の
施
策
と
の
更
な
る
連
携
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
相
談
支
援
事
業
所
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
お
よ
び

関
係
機
関
が
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
住
環
境
・
土
地
利
用
・
定
住
関
係

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、平
成
29
年
度
に
策
定
し
た｢

豊
後

大
野
市
水
道
事
業
経
営
戦
略｣

に
基
づ
き
、平
成
31
年
度
か

ら
清
川
、緒
方
、大
野
お
よ
び
犬
飼
簡
易
水
道
事
業
を
上
水

道
事
業
に
事
業
統
合
し
、
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
と
と
も

に
地
域
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
美
し
い
景
観
を
保
全
・
形
成
し
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
、「
景
観
条
例
」の
制
定
と「
景
観
計

画
」の
策
定
と
併
せ
、本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に
策
定
し

た「
豊
後
大
野
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
見
直
し

と
と
も
に
、「
立
地
適
正
化
計
画
」の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
39
年
度
か
ら

稼
働
す
る
次
期
施
設
の
整
備
に
向
け
、
関
係
自
治
体
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
白
鹿
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
基
幹
的
設
備
改
良

工
事
の
実
施
に
よ
り
、
維
持
補
修
費
の
削
減
を
図
る
と
と

も
に
、
今
後
の
定
員
管
理
や
維
持
管
理
費
の
削
減
を
目
的

に
運
転
管
理
業
務
を
委
託
し
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
移
住
・

定
住
支
援
情
報
に
加
え
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
移
住
・
定

住
促
進
の
外
部
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
新
設
や
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
た
求
人
情
報
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情

報
を
掲
載
す
る
な
ど
、
提
供
す
る
情
報
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら

開
始
し
た
旧
大
野
高
校
跡
地
の
宅
地
分
譲
を
す
べ
て
分
譲

で
き
る
よ
う
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
防
災
対
策
・
消
防
関
係

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い

る
大
規
模
な
自
然
災
害
や
、高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
応
す
る
防
災
力
・

減
災
力
を
強
化
す
る
た
め
、「
豊
後
大
野
市
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
、組
織
体
制
の
確
立
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、備
蓄
品
等
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
式
防
災
行
政
無
線
を
、Ｉ
Ｐ
通

信
網
を
利
用
し
た
防
災
行
政
無
線
に
変
更
し
、
防
災
行
政

情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
情
報
・
協
働
関
係

　
広
報
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
か
ら
視
覚
に
障
が

い
が
あ
る
方
へ
の
情
報
提
供
を
充
実
す
る
た
め
、
広
報
誌

の
点
字
版
お
よ
び
音
声
版
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
便
利
で
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
内
容

の
充
実
と
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、平
成
30
年
度
に
創
設
し
た「
市
民
提
案
型
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
」に
つ
い
て
は
、市
民
活
動
団

体
等
が
自
ら
企
画
・
提
案
し
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
効
果
的
な
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、平
成
31
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
行
財
政
関
係

　
広
域
連
携
に
つ
い
て
、
大
分
都
市
広
域
圏
で
策
定
し
た

「
大
分
都
市
広
域
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、
圏
域
内
の
体

育
・
文
化
施
設
等
の
相
互
利
用
を
促
進
し
、
住
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、平
成
31
年
度
か
ら
公
共
施
設
案
内
・

予
約
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
は「
豊
後

大
野
市
行
政
改
革
大
綱
」お
よ
び「
第
３
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
行
財
政

改
革
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
行
政
課
題
に

的
確
に
対
応
し
、
持
続
的
・
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、
次
期
計
画
等
の
策
定
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。

　
教
育
・
文
化
・
芸
術
関
係

　　
小
学
校
の
英
語
教
育
推
進
に
つ
い
て
、
平
成
32
年
度
か

ら
小
学
校
で
本
格
実
施
さ
れ
る
英
語
教
育
の
指
導
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、
そ
の
推
進
役
と
し
て
臨
時
講
師
を
４
名

配
置
し
、
担
任
と
共
に
授
業
実
践
を
重
ね
て
い
く
こ
と
は

も
と
よ
り
、
授
業
の
進
め
方
や
楽
し
く
学
習
で
き
る
教
材

の
研
究
の
ほ
か
、
中
学
校
英
語
教
諭
や
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
人
指

導
助
手
）と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
も
担
い
な
が
ら
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、公
民
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て
は
、

「
公
民
館
運
営
方
針
」に
基
づ
き
、
公
民
館
が
地
域
の
方
々

の
生
活
に
役
立
ち
、
地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
地
域
主
体

の
施
設
と
し
て
、
地
域
住
民
が
集
い
、
学
び
、
つ
な
ぐ
場
と

な
る
よ
う
、運
営
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
図
書
館
お
よ
び
資
料
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
実
施
設

計
に
基
づ
き
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
親
し
み
や

す
く
利
用
し
や
す
い
図
書
館
・
資
料
館
を
目
指
し
て
、
建

設
に
着
手
し
ま
す
。

　
自
然
・
環
境
保
全
関
係

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
組
に
つ
い
て
、
本
年
11
月
に
大
分
県

で
開
催
さ
れ
る
、「
第
10
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
」

の
成
功
に
向
け
、「
お
お
い
た
大
会
実
行
委
員
会
」の
下
、お

お
い
た
豊
後
大
野
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
協
働
し
て
、

多
く
の
市
民
と
全
国
か
ら
の
来
場
者
が
交
流
し
、
お
互
い

に
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、平
成
26
年
度
か
ら

稼
動
し
て
い
る
直
営
太
陽
光
発
電
所
を
企
業
会
計
へ
移
行

す
る
こ
と
で
、経
営
状
況
や
財
政
状
態
を
よ
り
明
確
に
し
、

経
営
の
効
率
化
・
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
環
境
保
全
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、昨
年
８
月
か
ら「
株
式
会
社
ぶ
ん
ご
お
お
の
エ

ナ
ジ
ー
」が
電
力
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
そ

の
小
売
電
気
事
業
を
通
じ
て
本
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

具
体
化
を
進
め
な
が
ら
、環
境
保
全
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
以
上
、平
成
31
年
度
の
市
政
運
営
に
当
た
り
、私
の
所
信

の
一
端
と
主
要
施
策
等
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、「
持
続
可
能
な
豊
後
大
野
市
づ
く

り
」の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
豊
後
大
野
市
長
　
　
川
　
野
　
文
　
敏

▲新図書館・資料館の外観イメージ
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改元に伴う通知文書等の元号表記について

●豊後大野市内業者による建設には最大150万円の持家取得助成金
●引越費用補助・・・上限20万円　　●移住奨励金…10万円

ＵⅠターンを希望の方注目！  充実の移住関連補助金！ＵⅠターンを希望の方注目！  充実の移住関連補助金！ 残り６区画
抽選なしの先着順です。
申込みはお早めに！

残り６区画
抽選なしの先着順です。
申込みはお早めに！

　現在、豊後大野市大野町田
中（旧大野高校跡地）の一般
住宅用宅地を分譲しています。
　宅地購入をご検討されてい
るご親戚やお知り合いの方な
どに、ぜひご紹介ください。

問い合わせ先　まちづくり推進課　地域振興係　　0974-22-1001（内線2445）

問い合わせ先　総務課　法規係　　0974-22-1001（内線2408）

平成31年３月１日現在

４月30日までに作成する文書等の日付は「平成」と表記します。
４月30日までに作成する文書中に５月以降の日付を記載する必要がある場合は、「平成」と表記します。
５月１日以降に作成する文書等の日付は「新元号」を表記します。

本年５月１日から、新元号に変わります。
市が作成する文書等の元号表記については、次のとおりとなりますのでご確認をお願いします。

納期限等がある印字物

年と年度の取扱は、次表のとおりです。

３月31日まで
（新元号公表前）

４月１日から30日まで
（新元号公表後）

５月１日以降
（新元号施行後）

４月30日までが納期限の時

５月１日以降が納期限の時

４月30日までが納期限の時

５月１日以降が納期限の時

５月１日以降が納期限の時

平成31年○月○日

平成31年○月○日

新元号元年○月○日

平成31年○月○日

平成31年○月○日

平成31年○月○日

平成31年○月○日

新元号元年○月○日

時　　期 通知送付日
納期限等の日付

表　　記

新元号２年

新元号２年度平成31年度平成30年度

平成31年年
の表記

年度
の表記

新元号元年

新元号公表

2019年
４月 ５月……12月 １月……３月３月 ４月

2020年

新元号施行（５月１日予定）

宅地分譲地
申込み
受付中!!

宅地分譲地
申込み
受付中!!

済

済 済

済

済

済済

済済済済済
済

済 済 済

済

済済

済118.0坪
118万円

区画番号３
112.1坪
112.1万円

区画番号10

101.3坪
101.3万円

区画番号18

105.7坪
105.7万円

区画番号16

105.7坪
105.7万円

区画番号17
108坪
108万円

区画番号21
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ぶんごおおの子育て応援券の
対象用品が増えました

平成31年度「おおいた子育てほっとクーポン」の
配布とご利用できるサービス拡充のお知らせ

ぶんごおおの子育て応援券の
対象用品が増えました

平成31年度「おおいた子育てほっとクーポン」の
配布とご利用できるサービス拡充のお知らせ

ぶんごおおの子育て応援券の
対象用品が増えました

問い合わせ先　子育て支援課　こども支援係　　0974-22-1001（内線2157）

＜対象の育児用品＞
①おむつ関連用品…紙おむつ、布おむつ、おむつライナー、おむつカバーなど
②粉ミルク　③飲食料品（粉ミルク以外）…ベビードリンク、ベビーフードなど
④授乳関連用品…ほ乳瓶、替え乳首、母乳パッドなど
⑤ベビーケア用品…おしりふき、ベビーソープ・シャンプー、スキンケア用品、オーラルケア用品、
　　　　　　　　　綿棒、消毒用品、ベビー用洗濯洗剤、ほ乳瓶用洗剤など

※登録店によって取扱う商品が異なります。
※登録店の変更はありません。
※これまでどおり緊急時等のタクシー利用も対象です。

　平成31年４月１日から、以下の育児用品の購入に「ぶんごおおの子育て応
援券」を使用できるようになりました。

●配布対象　平成31年度中に生まれたお子さんの保護者
●有効期限　お子さんの３歳誕生日の前日まで
●クーポン　養育するお子さんの人数×10,000円
●追加サービス
　①母乳マッサージ　②児童通所支援（利用上限：児童一人１か月あたり2,000円まで）　
　③ロタウイルス予防接種（利用上限：一人１回あたり１価4,500円、５価3,000円まで）
●追加サービス提供事業所
　①母乳マッサージ
　　大分県助産師会に加入している助産院　※詳しくは大分県助産師会（☎097-534-0753）へ
　　お問い合わせください。
　②児童通所支援
　　市内事業所、一部近隣他市の事業所　※詳しくは子育て支援課へお問い合わせください。
　③ロタウイルス予防接種
　　市内の医療機関　※詳しくは子育て支援課へお問い合わせください。

　子育て支援サービスの利用により、子育て家庭の精神的・身体的・経済的負
担の軽減を図るため、「おおいた子育てほっとクーポン」を配布します。
　また、今年度から利用できることとなったサービスについても併せてお知ら
せします。

有効期限にご注意ください！

申請期限が近づいています

平成31年度「おおいた子育てほっとクーポン」の
配布とご利用できるサービス拡充のお知らせ

　平成30年度版応援券（青色の冊子）の申請期限は平成31年5月31日（金）までです。お手続きがお済みで
ない方は、お早めに本庁または各支所の窓口へお越しください。
　平成30年度版の対象者:平成29年4月1日から平成31年3月31日までに生まれたお子さんの保護者

　クーポンの有効期限は、３歳誕生日の前日となっており、お子さんごとに異なります。
　平成28年度版（黄色の冊子）をお持ちの方は、今年度中に期限が到来しますので、お早めにご利用くだ
さい。

平成31年度版の子育て応援
券のご案内は５月下旬頃お
送りします。
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★ひなたぼっこで『若年性認知症の集い』を
　開催しています。ご相談を希望される方は、
　問い合わせ先へご連絡ください。

『もの忘れ相談日』のお知らせ
日時：４月15日（月）10時～12時　認知症疾患医療センター相談員対応
　　　４月19日（金）14時～16時　傾聴セラピストによる傾聴　
　　　５月 ８日（水）10時～12時　認知症疾患医療センター相談員対応　　　　　
場所：地域包括ケア拠点施設ひなたぼっこ

問い合わせ先
●高齢者福祉課　地域包括ケア推進室　　0974-22-1001（内線2171）
●豊後大野市地域包括支援センター　　☎0974-22-0505　
●地域包括ケア拠点施設ひなたぼっこ　☎0974-22-8181（水・土のみ）

　認知症に関する心配ごとや困りごとについて、相談
員がご本人やご家族・関係者からのご相談に応じます。
お気軽にお問い合わせください。

　市報１月号でお知らせしましたとおり、清川、緒方（朝地の一部）、大野および犬飼簡易水道事業を水道事業（三
重町、千歳町）に統合しました（平成31年４月１日統合）。
　この事業統合は、簡易水道事業の経営基盤を強化し、地域住民サービスの維持向上を図るためのものです。
　事業統合に伴い、これまで「上水道料金」または「簡易水道料金」として送付していた納入通知書等は、平成31年
４月以降「水道料金」として送付いたしますので、ご理解をお願いいたします。

※ご不明な点がありましたら、お問い合わせください。
　なお、上下水道課は市役所別館に移転しました。

問い合わせ先　上下水道課　管理係　　0974-22-1001

４月から、豊後大野市地域包括支援センターの
相談窓口が充実されます
４月から、豊後大野市地域包括支援センターの
相談窓口が充実されます

【各町の総合相談窓口】
☆これまで配置がなかった清川町（社協清川支部内）、千歳町（千歳支所内）に新たに相談員を配置☆

※平日の８時30分～17時以外の時間帯は、0974-22-0505（24時間電話連絡可）にお電話ください。

簡易水道事業を水道事業に統合しました

　地域包括支援センターは、皆さんが住み慣れたまちで安心して暮らしていくために必要な援助
や支援を行う総合相談窓口です。
　主任ケアマネジャー・社会福祉士・保健師・認知症地域支援推進員などが中心となって、医療や
介護、福祉、健康、財産管理のことなどさまざまなご相談に応じます。
　いつでもお気軽にご相談ください。

名　　称 担当地区 住　　所 電話番号№

地域包括ちとせ 千歳地区 千歳町新殿706番地１
（豊後大野市役所　千歳支所内）

0974-37-3110
（平日８時30分～17時）

６

地域包括おがた 緒方地区 緒方町馬場36番地
（豊後大野市役所　緒方支所内）

0974-42-2349
（平日８時30分～17時）

３

地域包括おおの 大野地区 大野町田中80番地１
（豊後大野市社協　大野支部内）

0974-34-2071
（平日８時30分～17時）

５

地域包括あさじ 朝地地区 朝地町朝地906番地７ 
（豊後大野市社協　朝地支部内）

0974-72-1002
（平日８時30分～17時）

４

地域包括いぬかい 犬飼地区 犬飼町田原1513番地１
（豊後大野市社協　犬飼支部内）

097-578-1737
（平日８時30分～17時）

７

地域包括きよかわ 清川地区 清川町砂田1844番地
（豊後大野市社協　清川支部内）

0974-35-3010
（平日８時30分～17時）

２

豊後大野市
地域包括支援センター

市内全域 三重町市場1200番地
(豊後大野市役所　本庁内）

0974-22-0505
（24時間電話連絡可）

１
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身近なことからＣＯ2削減。
マイバッグを利用しましょう。

　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬の所有者には一生に１回の「登録」と、年１回の「狂犬病予防注射
の接種」が義務づけられています。また、所有者の変更や犬の転入・転出が発生した場合や愛犬が亡くなってし
まった場合にも届出をする必要があります。いずれも環境衛生課または各支所で受付を行っています。

【平成31年度狂犬病予防集合注射】
　４月８日（月）から５月21日（火）までの間、各地域の公民館等で平成31年度狂犬病予防集合注射を行います。
詳細な日程については、後日、現在犬の登録をされている所有者のご自宅に「狂犬病予防注射案内及び受付票」
を送付しますので、内容をご確認いただき当日お持ちください。なお、集合注射会場でお支払いしていただく注
射代金は3,070円（１頭当たり）です。お間違えのないよう、よろしくお願します。

【マナーアップ】
散歩中のフンは、事前に準備した袋等により飼い主の責任で必ず片付けるようにしましょう。

犬の登録および狂犬病予防注射について

問い合わせ先　環境衛生課　環境衛生係　　0974-22-1001

生ごみ処理容器（コンポスター）給付事業について
　家庭ごみの減量化・再資源化を推進するため、平成31年度も生ごみ処理容器（コンポスター）給付事業を実施し
ます。給付基数には限りがありますので、希望される方はお早めに申請してください（１回の申請につき２基まで）。

問い合わせ先　環境衛生課　環境衛生係　　0974-22-1001

◆手続きの流れ

◆給 付 条 件
◆サ　イ　ズ

① 給付申請書を提出する。（環境衛生課または最寄りの各支所窓口）
② ご自宅に給付決定通知書および納付書が届いたら自己負担金
　（2,500円/基）を市役所等で納付する。
③ ①の窓口へ領収書を提示し、コンポスターを受け取る。
※配送は行いませんのであらかじめご了承ください。
豊後大野市内に住居を有する方（事業所等の設置は原則対象外）。
190リットル（直径72cm×高さ71cm）

豊後大野市飲料用水施設改善に関する補助事業について
　市では、市民の健康増進と公衆衛生の確保および生活環境の改善を図るため、市内の飲料用水施設設置に係る
費用の一部を助成しています。

◆対象となる飲料用水施設
　「市内居住者の２世帯以上を有する地区が共同で設置・管理する公営水道区域外の飲料用水施設」あるいは、
　「隣接する住宅との距離がおおむね100ｍ以上あるため、共同で設置・管理することが困難な場合において、
　１世帯のみで設置・管理する公営水道区域外の飲料用水施設」
◆補助対象
　新規の井戸（ボーリングを含む）の掘削および新規水道施設工事、または既存施設の修繕に要する費用。
　ただし、新設および修繕いずれの場合も、工事費１件当たり30万円以上。
◆補助額
　共同で設置・管理する施設は、対象費用の額の３分の１以内の額（上限133万３千円）
　１世帯のみで設置・管理する施設は、対象費用の額の３分の１以内の額（上限30万円）

詳細については、環境衛生課または各支所へお問い合わせください。

問い合わせ先　環境衛生課　環境衛生係　　0974-22-1001
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　平成30年度から始まったこの事業は、市民活動団体の先駆性・柔軟性を生かしたアイデア・ノウハウによって、より効果的
な地域の課題解決、活性化、市民サービスの向上を目指すものです。11団体から応募をいただき、平成30年度は３団体の提
案が採択されました。採択された団体から、半年間にわたる活動の報告をいただきましたので、次のとおりお知らせします。

　昨年度に引き続き、平成31年度の同事業の募集を行っています。募集期間は４月１日から５月31日までです。募集
内容等の詳細は、市役所ホームページまたは４月の回覧をご覧ください。

　「豊後大野カンケイ協会」と申します。「豊後大野カンケイ協会」は、豊後大
野の街や観光、産業、商業など豊後大野で働く人たちの顔が見えるような
Webメディアとしてオープンしました。豊後大野市の情報は市役所が、観光情
報は「里の旅公社」が情報として出していますが、お店をしている人や観光地、
農業、林業、地元を盛り上げようと頑張る人たちを紹介するようなメディアはあ
りませんでした。「点」で散らばっていたものを拾い集め、「線」でつなぎ、豊後
大野市を「面」で見せていく。県内外から来てくれるお客さんたちとつながり、
豊後大野の「いいところ」を知ってもらいながら、「オモシロイ街・豊後大野」
を紹介していきます。今後はこのメディアを活用しながら、もっと街をオモシロ
くするためのプロジェクトを作っていく予定です。よかったら僕たちと一緒に”
カンケイ”を共有しませんか？

豊後大野市市民提案型協働のまちづくり活動推進事業による取組

問い合わせ先　まちづくり推進課　地域振興係　　0974-22-1001(内線2443）

AreaMap からの活動報告

ウェブサイト「豊後大野カンケイ協会」

http://bungoono-kankeikyokai.jp/

 豊後大野市の７つの町と人をつなぐことを目指し、年１回開催している「音祭
り」を、今年は市内・外12団体の出演者や、９店舗の市内飲食・雑貨店、市内で
活動する地域づくり団体と協力し、１月20日に神楽会館で開催しました。
　自分たちのことだけでなく、市内で開催されたイベン
トにも定期的に協力し、地域で活動している団体の力
にもなれたと感じています。自身の団体の活動だけで
なく、豊後大野市のことを発信できるベースも立ち上
げることができました。今後も自分たちのペースで、自
分たちなりの地域愛を軸にし、活動を継続していきま
すので、参加・応援をお願いいたします。 

BungoSamuraiSpirit からの活動報告

「音祭り」の開催状況
動画サイトへ

　「住んでよし、訪れてよし」という観光まちづくりの基本的な概念を実現する
ために、ファシリテーター（進行役）として大正大学教授・清水愼一氏をお迎え
して、「観光を活用したまちづくり」というテーマで、来訪される方に実際に接す
る業種関係者が集まり、具体的にどうすれば良いのかなどのワークショップ（体
験型講座）を重ねました。その結果、問題点などを共有し、「観光」＝「すべて
の産業の活性化に繋がるもの」という認識を得て、市民団体「観光まちづくりを
考える会（仮称）」を結成しました。
　今年度はこの新しく立ち上げた団体で、経済効果を生むツーリズムの在り方
など、市や県、里の旅公社などの協力をいただきながら、賛同する市民の皆さ
まの輪を広げ進めてまいりたいと考えています。ラグビーワールドカップや東京
オリンピックの開催を控え、海外からのお客さまも年々増加傾向にある今、本
市においても、おもてなしの仕組みづくりが経済に少なからずプラスになると考
えています。

NPO法人おくぶんごツーリズム研究所 からの活動報告

平成31年度の豊後大野市市民提案型協働のまちづくり活動推進事業の募集を開始しました

ワークショップの様子
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　本市には３か所の水力発電所（大野川・沈堕・軸丸）と１か所の減水区間（芹川第三発電所）があり、その発電量に応じ
て国から交付される電源立地地域対策交付金を活用して、公共施設の整備や住民サービスの向上につながる事業に取
り組んでいます。
　平成30年度は三重町の消防団第１方面団第６分団久田詰所および第８分団鬼塚詰所の整備、犬飼町のスクールバス
車両の整備を行いました。

　２月24日、三重町内田地区で声かけ訓練を実施しました。
　訓練には、内田地区の皆さん、ボランティアの方など43人が参加。認知症サポーター養成講座で認知症の正
しい知識と対応方法を学び、認知症の方への声かけについて話し合いました。その後、実際に地域に出向き、
認知症役の方への声かけの訓練を行いました。
　参加者の皆さんから「これからは、勇気を出して声をかけてみたい」などたくさんの意見をいただきました。
これからも、このような地域で見守る活動を広げていきます。

　空き家の管理や利活用について、専門家が相談に対応します。対象は空き家の所有者・管理者、将来空き
家になる可能性がある家屋を所有している人です。相談は無料で、事前申込みも不要です。

電源立地地域対策交付金事業

「豊後大野市 地域で見守り声かけ訓練」を実施

「豊後大野市空き家相談会」を開催します「豊後大野市空き家相談会」を開催します

住民サービスの向上に
役立てています

問い合わせ先　まちづくり推進課　地域振興係　　0974-22-1001(内線2442）

問い合わせ先　まちづくり推進課　地域振興係　　0974-22-1001(内線2445）

問い合わせ先　高齢者福祉課　地域包括ケア推進室　　0974-22-1001（内線2171）

▲スクールバス（犬飼町）▲鬼塚詰所（三重町）▲久田詰所（三重町）

高齢者を地域で見守る活動

日　時 場　所

４月26日（金）
９時～12時

清川支所
１階　会議室

４月26日（金）
13時～16時

緒方支所
２階　応接室

日　時 場　所

５月７日（火）
９時～12時

千歳支所
１階　応接室

５月７日（火）
13時～16時

犬飼支所
２階　会議室
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ぶんご
おおのトピックス

　３月８日「みつばの日」に合わせ、３月４日、上記交流会が大野小学校で行われました。
　当日は、みつば生産者の栗田洋蔵さん（有限会社育葉産業・大野町）が生のみつばを児童にプレゼントし、みつばの香りの楽し
み方や栽培方法などを４年生19人に分かりやすく説明しました。その後、栗田さんから西部学校給食共同調理場に寄贈されたみ
つばを使用した「みつばのお汁」を、栗田さんも交えいただきました。
　児童を代表して本郷茉日さんが「今日はみつばのことをいろいろと知ることができて良かったです。ありがとうございまし
た。」とお礼の言葉を述べました。
　栗田さんからプレゼントされたみつばを手に、
児童たちは喜んでいました。

大野小学校4年生　みつば生産者との給食交流会

▲お礼の言葉を述べる本郷さん ▲栗田さん（後列中央）といただいたみつばを手にする児童たち

　３月３日、朝地町鳥田の衞藤利子さんが100歳のお誕生日を
迎えられました。利子さんは同地区のご出身で、神角寺21代目住
職のご主人を坊守として支えながら、子ども５人を育てました。
　当日は竹田市の高齢者福祉施設に、家族、施設職員が集まり
盛大にお祝いが行われました。
　利子さんは旅行や温泉が好きで、予告なく書き置きをして入
湯に行くこともあったそうです。人の話を聞くのが好きで、近所
の家にいつも出かけていたとのこと。好き嫌いなく何でも食べ
るそうですが、特に甘い物が大好物で、昔はようかんを作って子
どもと食べていたそうです。
　次男の金丸真法さんが、「母の性格はマイペースでのんびり。
穏やかで怒っているところを見たことがないんですよ。」と利子
さんの思い出を話してくれました。

甘い物が好き 衞藤利子さん（朝地町）

しん  ほう

100歳のお誕生日おめでとうございます

　３月１日、大野町宮迫の河野マツヱさんが100歳のお誕生日を迎え
られました。
　マツヱさんは同町藤北のご出身で、ご主人を早くに亡くし、農業を営
みながら１人息子を育てました。
　マツヱさんは100歳になった今でも、掃除・洗濯は自分でこなし、家
庭菜園で色んな野菜を作ったり、花壇の世話をするそうです。　
　朝一番で新聞を読み、手押し車で1日2キロメートルは歩くそうです。
好きな食べ物は酢の物で、甘いものも大好物とのこと。
　時々訪ねてくるひ孫の成長が楽しみというマツヱさん。100歳になっ
た感想をお尋ねすると、「元気でこれまで来れたのは、みんなのおかげ。
大変感謝してます。」と笑顔で語ってくれました。

歩くの大好き 河野マツヱさん（大野町）

とし　 こ

ほん  ごう    まひる
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ぶんご
おおのトピックス

▲協定書を手にする小川支社長

「災害対応型自動販売機設置協定書」調印式

　２月13日、大分県庁で開催された上記表彰式において、企業
的農業経営の部（法人の部）で大野町の株式会社オーエス豊後大
野ファーム（難波功代表）が優秀賞を受賞しました。
　同社は、平成20年に企業参入として大野町に入植。白ネギ
15.8haを栽培し、周年出荷に取り組んでいます。栽培をする中で、
地域と良好な関係を構築し、現在は後藤公彦専務がＪＡおおいた
豊後大野白ねぎ部会長を務めるなど、地域のとりまとめ役として
も尽力しています。
　また、新品種や新技術の導入に積極的で、研修生の受け入れに
も取り組み、平成27年にはＪＧＡＰ認証を取得し、安全安心な農
産物生産への取組などが評価され、今回の受賞となりました。

※JGAP：食の安全や環境保全に取り組む農場に与えられる認証制度。

第50回 大分県農業賞表彰式にて優秀賞を受賞
株式会社オーエス豊後大野ファーム

　２月19日、市役所でコカ・コーラボトラーズジャパン株式会社
北部九州第二支社小川幸二支社長と川野市長との間で上記調印
式が行われました。
　この協定により、市内の避難所に指定されている中学校６校と
小学校４校に「災害対応型自動販売機」が設置されます。災害時
には無償で飲料提供をし、通常時は学校生活や夜間スポーツ利
用での熱中症対策に使用します。また、今回設置する自動販売機
の売上の一部を活用し、大型PET水を備蓄水として市に提供す
る大分県下で初めての循環型備蓄の取組を開始します。
　川野市長は「災害時における飲料水の確保、そして備蓄までで
きるということに大変心強く感じています。」とあいさつしまし
た。

▲前列中央 福田夫妻、後列左から衛藤父子、麻生父子、森岡父子

家族経営協定で、より充実した農業経営を
　２月21日、市役所で川野市長、後藤農業委員会長立会
いのもと、家族経営協定調印式が行われました。
　麻生清司さん・隆裕さん父子（犬飼町）、衛藤文義さ
ん・靖さん父子（大野町・千歳町）、森岡雄平さん・稜さん
父子（緒方町）、福田一昌さん・佳奈恵さん夫妻（三重町）
の４組が協定を締結されました。川野市長から激励のこ
とばが贈られたあと、代表して衛藤靖さんが「家族経営協
定を締結することにより、家族での農業経営の役割を明
確化し、二人で協力しながら頑張っていきます。」と力強
く決意表明をしました。皆さんの今後のご活躍をお祈りし
ます。

「家族経営協定とは」
家族で取り組む農業経営について家族みんなで話し合い、
経営や生活、将来の目標など確認したことを文書化する
ことです。農業者年金の保険料助成や各種支援制度が受
けられるなどのメリットがあります。

▲株式会社オーエス豊後大野ファーム　後藤専務（左）、和田取締役（右）
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ぶんご
おおのトピックス

　２月27日から３月３日にかけ、緒方町上年野区公民館で上記イベントが開催されました。
　地元の方が制作した和紙人形やひな人形、各家庭から持ち寄ったひな人形、緒方小学校１・２・３年生が制作したひな人形な
どを展示しました。期間中は多くの人でにぎわい、来場者には甘酒が振る舞われお土産の絵はがきが配られました。今回は、
緒方町徳田の「なごみ茶屋」でも同時開催しま
した。

※「トメ石」とは、祖母山の峰がこの地区を支える岩

　盤で終わるとの言い伝えに由来しています。

第４回 トメ石の村 上年野想い雛展

▲緒方小児童が制作したひな人形 ▲祭りを楽しむ関係者と来場者の皆さん

かた  ぎり  ゆう    か

▲優勝目指して頑張るぞ！

第12回 全日本テコンドー
プムセ選手権大会 出場報告
　２月12日、各大会で好成績を残し大分県テコンドー協会からの
推薦を受け、上記大会に出場を決めた片桐由雅さん（千歳小６
年）が市役所で出場報告を行いました。
　片桐さんは「小学生最後の大会なので、悔いのないように戦い、
優勝できるように頑張ってきます！」と力強く決意表明しました。
　全国大会は、２月16日に千葉県千葉市で開催されました。

※プムセ＝形

▲優勝目指してガッツポーズ！

2019 全日本綱引選手権大会
出場報告
　昨年12月16日に大分市南大分体育館で開催された「第35回大
分県綱引選手権大会」で、緒方チャッターズが見事優勝し、全国
大会への出場を決めました。
　３月３日に東京都世田谷区で開催された全国大会を前に川野
市長へ報告に訪れ、代表して西良子さんが「市民の方々や家族の
協力を得て練習に励んでいます。皆さんの期待に応えられるよう
に頑張ってきます。」と力強く決意表明しました。
　なお、緒方チャッターズは、全国大会に16回連続出場となりま
す。
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申込み・問い合わせ先
豊後大野市国際交流協会事務局（まちづくり推進課内）　0974-22-1001（内線2413）

　４月から２コース開講します。国際交流員パク・セミナと一緒にハングルを
ハングルハングル（一文字一文字）学んでみましょう！

講　　師　パク・セミナ
　　　　　（豊後大野市国際交流員）
場　　所　市中央公民館（市役所２階）
対　　象　豊後大野市国際交流協会の会員
　　　　　（年会費1000円、当日加入可）
募集人数　それぞれ先着10名
募集締切　４月９日（火）

　ハングルが読める方向け。昨年
秋開講の基礎会話コースを受講さ
れた方を優先とします。
期　間　４月11日（木）～
　　　　全10回予定（毎週木曜日）
時　間　15時～16時30分
難易度　★☆☆

　ハングルの読み書きができる、
会話ができる方向け。昨年秋開講
の会話Ⅱコースの続きです。
期　間　４月11日（木）～
　　　　全10回予定（毎週木曜日）
時　間　19時～20時30分
難易度　★★★

ハングルハングル韓国語教室

各コース共通② 会話Ⅱコース① 会話Ⅰコース

　豊後大野市国際交流協会は、地域と海外との交流の機会を増やすべく、各種講座や講演会、ホームステイなどを
行っています。
　詳しくは協会事務局までお気軽にお問い合わせください。
　国際交流や、外国文化に興味のある方のご入会をお待ちしています。

年会費　<個人> 1,000円/世帯　　<法人> 5,000円/一口
2018年度実施事業　国際情勢セミナー、ホームステイ交流、外国語教室、外国文化講座

豊後大野市国際交流協会について

ぶんご
おおのトピックス

▲左から佐々木さん、広瀬さん、池永さん

▲研修団と関係者の皆さん

第２回 千歳町親善ゴルフ大会

　２月20日、中国福建省農業視察研修団10人が川野市長
を表敬訪問し、就農者の人材育成などについて意見交換
を行いました。
　研修団の皆さまから、「福建省の農業発展の参考にし
たい」との感想が述べられました。

中国福建省農業視察研修団
表敬訪問

　２月10日、三重カントリークラブで、４チーム17人参加のもと
上記大会が行われました。今大会を通じ、ゴルフ会員の親睦と健
康増進が図られました。
　結果は、次のとおりです。（敬称略）

千歳町スポーツ振興会長杯

　＜団体＞　　　　　　　　　　　　　＜個人＞
　優　勝：原田・倉波・田原園　　　　優　勝：広瀬　富男
　準優勝：大迫・高添・大木　　　　　準優勝：佐々木圭亮
　第３位：舟木・新殿　　　　　　　　第３位：池永　善博　　
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新
刊
案
内

　図書館内にかわいいふくろうの
キャラクターがいることにお気づき
ですか？

　ヨーロッパでは古くから知識のシンボルとされてきた
ふくろう。「ぶんごおおのぶっくろう」は頭に本をのせ
ていますが、本が「豊後大野」と「ＢＯＯＫ」の「Ｂ」
を型どっています。

日 月 火 水 木 金 土

豊後大野市図書館

　いつも楽しいおはなしをしてくれるフレディのグループ
の皆さんによるおはなし会です。皆さん、お誘い合わせの
うえぜひご参加ください。

　図書館で一定の年数を経て利用されなくなっ
た雑誌・図書をご希望の方に差し上げます（雑誌
は５冊まで）。ぜひご来館ください。

　昭和25年４月30日の図書館法の公布を記念して
定められました。図書館には、“図書館に関する本”もあり
ますよ。この機会に読んでみませんか？
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４月

図書館図書館 だより
平成31年４月

0974-22-7733

↑検索はこちらから!
（携帯サイト）

図書館カレンダー　 休館日です

雑誌・図書のリユースを行います!雑誌・図書のリユースを行います!

４月20日（土）10時30分～11時30分
場　所：豊後大野市図書館　研修室
出　演：フレディ
対　象：幼児～小学生、大人
内　容：絵本、パネルシアター 等

４月20日（土）～1週間程度
※22日休館日は除く

場所：豊後大野市図書館　雑誌コーナー前

　150年程前、まだ子どもたちが図書館に入れ
なかった頃、子どもたちのために力をつくした
アン・キャロル・ムーアの物語。

図書館に児童室ができた日　
ジャン・ピンボロー文 　徳間書店　Ｅム

　フレスコ画が美しい修道院の図書館から、近未来風の奇抜
なデザインの図書館まで、世界の図書館が楽しめる写真集です。

世界の美しい図書館　

４月30日は
「図書館記念日」

図書館のマスコットキャラクター
ぶんごおおの ぶっくろう

パイ インターナショナル　012セ

★参加無料、申込不要

豊後大野市図書館

４月23日～５月12日は、「こどもの読書週間」です！
読書週間標語「ドは読書のド♪」

　移動図書館は５月からの再開に向けて、
ただ今準備を行っています。日程は園や学
校を通じてお知らせします。

館内には立体になった
ぶっくろうもいますよ→
これからもぶっくろうをよろしくお願いします。

本の部分を縦に
すると「Ｂ」に！→

子ども読書の日おはなし会子ども読書の日おはなし会
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人権・男女共同参画啓発コーナー

カモシカ通信

▲昨年の山開き、傾山山頂にて

　春が来て暖かくなってきました。いよいよ登山シーズンの到来です。
　傾山と祖母山では、山開きが行われます。

　本市では、人権を尊重する社会を市民の皆さんとともに築くために、人権問題に関心がある市民の皆さ
んを対象に人権問題研修講師を募集します。
　人権に関する情報を知りたい、現在行っている活動に役立てたい、講師として人権研修に携わりたい方
の応募をお待ちしています。

♥人権とは、すべての人々が生まれながらに持っている幸せに生きるための権利であって、だれにとって
　も大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならないものです。

「豊後大野市人権問題研修講師」を募集します

 第63回 傾山山開き
　日程　平成31年４月29日（月・祝）　
　９時30分から九折越広場で神事が執り行われます。
　また、傾山山頂では先着500名の方に記念品のバンダナを配
布します。

　祖母・傾・大崩ユネスコエコパークに登録された祖母傾山系の
自然を堪能しながら、マナーを守って楽しく登山しましょう。

 第63回 祖母山山開き
　日程　平成31年５月３日（金・祝）
　11時30分から祖母山山頂で神事が執り行われます。
　神事終了後に登山者の方に記念品のバンダナ（1,000枚）を
配布します。

※登山者の安全を優先するため、天候の状況により中止する
　場合があります。

豊後大野市に住所を有する満18歳以上の方応 募 資 格

２名募 集 人 員

４月８日（月）～５月10日（金）まで

（※ 募集期間を過ぎても随時受付いたします。）
募 集 期 間

任意の応募用紙に必要事項を記載し、応募してください。

（必要事項：住所、氏名、年齢、連絡先電話番号、応募理由）
応 募 方 法

・応募者個人に関係する資料は公開しません。

・応募用紙に記載の情報は、この募集以外には使用いたしません。

・大分県主催の「人権入門講座」を受講していただきます。

　（５月下旬から７月上旬にかけて４回程度）

そ の 他

〒879－7198　　豊後大野市三重町市場1200番地

豊後大野市役所 人権・部落差別解消推進課 人権・部落差別解消推進係

　 0974-22-1001（内線2492）　FAX：0974-22-3361

応 募 お よ び

問い合わせ先
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　市では、不妊治療を受けているご夫婦の経済的負担
の軽減を目的として、治療に要した費用の一部を助成
しています。

①不妊治療を開始しているご夫婦
②不妊治療を受けた日および助成金の申請日におい
　て、夫婦ともに市内に住所を有する方

※大分県でも特定不妊治療費の助成事業を行っていま
　す。豊肥保健所（地域保健課☎0974-22-0162）が
　申請窓口です。

　申請書類は、ホームページからもダウンロードで
きます。

　不妊治療を受けた日の属する年度の
３月末日まで（ただし３月治療分につ
いては、翌年度の４月末日まで申請可
能です。）

◆助成対象者

①医療保険適用の不妊治療および不妊検査
②人工授精

◆対象となる治療

　ひと組の夫婦に対して１年度10万円を限度に、
通算する５年度

◆助成額と助成期間

◆申請期間

申込み・問い合わせ先　市民生活課　健康推進室　　0974-22-1001

＊電話で予約をお願いします

お子さんの成長やかかわり方、子育てに関するちょっ
とした疑問等なんでもご相談ください。

〔持ってくるもの〕・母子健康手帳・送付された問診票等
（お願い）都合で受診できないときは、保健師にご連絡く
　　　　　ださい。次回の健診をご案内します。

健診内容
実 施 日
対 象 児
場　　所　

３歳６か月児健診
４月16日（火）
H27年９月生まれ

１歳６か月児健診

市役所１階　保健センター

実施日 時　間
4月 9日(火）
4月17日(水）
4月22日(月）
4月25日(木）

10時30分～11時30分
10時30分～11時30分
10時～11時30分
11時～12時

日　時

場　所
内　容

市役所１階　保健センター

対象児

４月18日（木）
受付９時30分～10時

ベビーマッサージ
3～4か月の赤ちゃんと

その保護者

５月９日（木）
受付９時30分～10時

離乳食と歯の手入れ
4～5か月の赤ちゃんと

その保護者

☆パパママひろば（両親学級）☆
日　時　６月５日（水）受付９時30分～９時50分
場　所　市役所１階　保健センター
内　容　お産の経過と呼吸法、妊娠中の栄養と口腔ケアなど 
講　師　助産師、栄養士、歯科衛生士
対　象　妊婦さんとお父さんになる方
＊電話で予約をお願いします

☆すくすくひろば（育児学級）☆

☆妊婦・子育て相談のお知らせ☆

○受付時間：12時50分～13時20分☆幼児健診☆

４月23日（火）
Ｈ29年８月生まれ

対象者

名　称
日　時

対応者
問合せ
申込先

場　所

気分の落ち込み・ひきこもり・認知症・依存症等こころ
の健康について困りごとのある方、またはその家族

☆こころの相談会☆

☆断酒会・ひまわり会☆

電話 0974-22-4655 市民生活課内
豊後大野市こころのホットライン

臨床心理士

中央公民館応接室
（市役所２階）

４月22日（月）13時～16時
こころの相談会

電話 0974-22-0162
豊肥保健所保健師

専門医

豊肥保健所
三重町市場934-2

４月25日（木）14時～16時
精神保健福祉相談

日　時

名　称

対象者
内容等

場　所

毎週火曜日
19時～21時

４月７日（日）
９時30分～11時30分

断酒会 ひまわり会

中央公民館応接室（市役所２階）
アルコールのトラブルで
お悩みの方や、「自ら酒
を断つ」という生き方を
希望する方たちの会です。

アルコール依存症に悩む
ご家族の方の会です。初め
て参加される方は、市役所
へご連絡ください。

※事前予約制、相談無料、秘密は守ります。※事前予約制、相談無料、秘密は守ります。

場　所
いぬかい子育て支援センター
やしの実ひろば（三重町）
おおの子育て支援センター
清川町子育て支援センター

食生活改善推進員
養成講座スタート!

【受講対象】
　６月から毎月１回、計10回講習（毎月参加できる方）

　「私達の健康は私達の手で」
をスローガンに、食に関する
活動を行うボランティア団体
です。市民の健康づくりにお
手伝いいただけませんか？

時　　間　９時30分～13時
場　　所　市役所１階保健センター、２階中央公民館
参 加 費　300円／１回（調理実習材料代）
内　　容　栄養の基本や生活習慣病予防等の講習会、
　　　　　調理実習
申込期限　６月14日（金）まで（定員25名）

申込み・問い合わせ先
　食育推進係　　0974-22-1001（内線2138）

豊後大野市 不妊治療費
助成事業のご案内
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◆平成31年度対象者　平成25年４月２日～平成26年４月１日生まれの方
　　　　　　　　　　（小学校就学前のお子さん）
◆接 種 期 間　平成31年４月１日～平成32年３月31日まで
◆接 種 費 用　無料（9,774円全額市が負担します）
◆接 種 場 所　予防接種を実施している医療機関
◆持って行く物　母子健康手帳

◆接種期間　平成31年４月１日～平成32年３月31日まで
◆接種費用　自己負担金　3,000円（助成適用後の額です）
　　　　　　（生活保護受給者は自己負担金なし）
★注　　意　平成31年度の対象者には、市から「高齢者肺炎球菌予防接種受診券」を４月上旬に郵送し
　　　　　　ます。受診券がないと助成が受けられませんので、必ずお持ちください。

　　065歳：昭和29年４月２日 ～ 昭和30年４月１日生まれの方 
　　070歳：昭和24年　 〃　   ～ 昭和25年　　〃　　 
　　075歳：昭和19年　 〃　   ～ 昭和20年      〃
　　080歳：昭和14年　 〃　   ～ 昭和15年      〃
　　085歳：昭和９年　 〃　   ～ 昭和10年      〃 　　 
　　090歳：昭和 ４年　 〃　   ～ 昭和５年      〃
　　095歳：大正13年　 〃　   ～ 大正14年      〃
100歳以上：大正９年４月１日以前の生まれの方 

　高齢者肺炎球菌予防接種は、平成31年度から５年間、引き続き定期接種の対象となりました。また、
今年度に限り、101歳以上の方も対象者になります。
　平成31年度の対象者は、これまでに肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがない方で、次の年齢とな
る方です。

申込み・問い合わせ先　市民生活課　健康推進室　　0974-22-1001（内線2133）

妊娠を希望する女性等への風しん予防接種費の
一部助成が始まります

　妊娠初期の女性が風しんに感染すると、赤ちゃんに白内障、心臓疾患、難聴といった「先天性風しん症
候群」が起こる可能性があります。妊婦の感染予防のために風しん予防接種費用の一部を助成します。
（対 象 者）豊後大野市に住民登録がある方で次のいずれかに該当する方
　　　　　　・妊娠を希望する女性
　　　　　　・妊娠を希望する女性の配偶者
　　　　　　・妊婦の配偶者
（助 成 金）１人につき１回　上限5,000円
　　　　　　※予防接種料は医療機関で一旦全額を支払い、後日申請が必要です。
（申請方法）医療機関で予防接種の種類および費用がわかる領収書、予診票の写しを受け取ってください。
　　　　　　市民生活課健康推進室または支所窓口に、必要書類および印鑑をお持ちいただき申請してく
　　　　　　ださい。
　　　　　　※申請（請求）書は、市民生活課健康推進室または支所窓口、市ホームページで入手できます。
　　　　　　※申請期限は、接種日の翌日から起算して１年以内です。
≪必要書類≫　予防接種の種類および費用がわかる領収書
　　　　　　　予診票の写し
　　　　　　　助成金振込先の預金通帳
　　　　　　　申請者の身分を証明する書類（運転免許証、保険証等）

平成31年度の高齢者肺炎球菌予防接種の対象者

麻しん風しん混合ワクチン（MR２期）

※60歳以上65歳未満の方で、
心臓、腎臓もしくは呼吸器
の機能障害またはヒト免疫
不全ウイルスによる免疫の
機能の障害を有する方も対
象になります。

　小学校就学前の１年間はＭＲ２期を接種する年です。
　この１年間に接種できなかった場合は、定期接種とならず接種費用が自己負担となってしまいますので、
体調のよい時にできるだけ早めに接種することをおすすめします。
　人にうつさない、人からうつされないために予防接種を受けましょう。
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　  市内無料電話
（9発信）をご利用
ください。

大　野　支　所 ☎0974-34-2301
千　歳　支　所 ☎0974-37-2111
犬　飼　支　所 ☎097-578-1111

豊後大野市役所 ☎0974-22-1001
清　川　支　所 ☎0974-35-2111
緒　方　支　所 ☎0974-42-2111

朝　地　支　所 ☎0974-72-1111

問い合わせ先 電話番号 ファクス 申込み先 予約

くらしの
お知らせ

問 申 予

　労働者や事業主からの働き方や労務管理に関するトラ
ブルや悩みについての相談を県職員がお受けします。

◆日　　時　４月14日（日）～16日（火）
　　　　　　５月12日（日）～14日（火）
　　　　　　日曜日は９時～18時
　　　　　　月・火曜日は８時30分～20時

◆場　　所　県庁舎本館　７階　雇用労働政策課
◆相談内容　労働問題全般に関すること
◆相談方法　面接または電話による相談
　　　　　　※フリーダイヤル（固定電話専用）
　　　　　　　0120-601-540
　　　　　　　公衆電話・携帯等からは
　　　　　　　☎097-532-3040

　大分県労政・相談情報センター
　（大分県雇用労働政策課内）
　☎097-532-3040

働き方のトラブル相談会
（相談料無料・秘密厳守・予約不要）

問

「神楽会館友の会」会員募集
　平成31年度新規会員（個人・法人）を募集しています。
　会員は次の特典を受けることができます。
◆会員特典
その１　チケット優先予約・購入
　　神楽会館の自主事業のチケットを発売日の一週間前
　から電話で先行予約できます。
　　○個人会員　お１人２枚まで
　　○法人会員　１法人10枚まで
その２　チケットの割引販売
　　神楽会館の自主事業のチケットを割引で購入できます。
　　○個人会員　お１人２枚まで20％割引
　　○法人会員　１法人10枚まで10％割引
その３　神楽会館の情報提供
　　神楽会館の公演情報や催し物情報をお届けします。
◆会費
年会費
　　○個人会員　  1,000円
　　○法人会員　10,000円
　　（会員期間は、４月１日から平成32年３月31日まで）
◆申込方法　　
　　申込用紙に年会費を添えて申込みしてください。
　　詳しくは、神楽会館までお問い合わせください。

　神楽会館
　　 0974-35-2372　　0974-35-2344

◆日　　時　４月17日（水）13時～16時
　　　　　　（毎月第３水曜日）
◆場　　所　大分県行政書士会（大分市城崎町１-２-３
　　　　　　大分県住宅供給公社ビル３階）
◆相談内容　遺言・遺産相続、不動産関連、建設業許可
　　　　　　申請、契約書・内容証明作成、法人設立、
　　　　　　車の登録、その他

　大分県行政書士会事務局
　☎097-537-7089　　097-535-0622

ご利用ください　無料相談会

問

消費税軽減税率制度説明会の開催について
　三重税務署では、本年の10月
から実施されます消費税軽減税率
制度の説明会を開催します。
　説明会の内容は、取扱商品の適
用税率の確認、適用税率ごとの区
分経理、事業者支援措置および適
格請求書等保存方式（インボイス
制度）などです。

問三重税務署　☎0974-22-1015　※自動音声案内

問

※開催場所は、三重合同庁舎２階会議室です。
※お電話での事前申込は不要です。

10時30分から11時30分
14時から15時
10時30分から11時30分
14時から15時
10時30分から11時30分
14時から15時
10時30分から11時30分
14時から15時

開　催　日　時 定　員対　象　者

個人事業者

法人事業者

各50名

４月23日（火）

４月25日（木）

４月26日（金）

５月13日（月）
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　被害者・加害者・人身事故・物損事故、何でも相談してく
ださい。電話はもちろん、面接相談も受け付けています。
◆相談日　平日（土・日・祝日を除く）
　　　　　８時30分～12時、13時～17時15分
　※面接時間は、９時～12時、13時～16時です。

◆場　所　大分県庁 別館５階

　大分県生活環境部 生活環境企画課 交通事故相談所
　☎097-506-2166

大分県交通事故相談（無料）

問

　大分都市広域圏（豊後大野市、大分市、別府市、臼杵市、
津久見市、竹田市、由布市、日出町）で、公共施設の相互
利用の促進として体育施設予約システムが共同運用とな
り、各市町の体育施設を予約することができるようになり
ました。
　利用者登録をされている方は引き続き利用できますが
（インターネットからの予約画面や操作方法は変更）、初
めてご利用される方は、利用者登録が必要です。
　詳しくはお問い合わせください。

※他市町の体育施設によって、予約受付期間や利用申込
　み方法などが異なります。

　社会教育課　スポーツ推進係
　　 0974-22-1001（内線2222・2223）

４月１日から体育施設予約システムが
新しくなります

問

◆募集コース　電気システム科（デュアルコース）
　　　　　　　※１か月間の企業実習付きの訓練です。

◆募 集 期 限　４月26日（金）

◆訓 練 期 間　６月４日（火）～11月29日（金）
◆受　講　料　無料（テキスト代等の経費を除く）

　説明会を４月23日（火）に行います。
　詳細については、お問い合わせください。

　ポリテクセンター大分（受講者係）
　☎097-529-8615

６月受講生募集
（ハロートレーニング）

問

◆対 象 者　介護分野への就職を希望する雇用保険受給
　　　　　　資格者（受講指示者）
◆講習期間　６月３日（月）～11月13日（水）
◆会　　場　大分市内
◆費　　用　受講料無料（テキスト代、講習保険料、健
　　　　　　康診断料は実費）
◆募集期限　5月27日（月）まで
◆申 込 先　ハローワーク豊後大野

　（公財）介護労働安定センター大分支部
　☎097-538-1481

「介護労働講習（実務者研修含む）」
受講者募集

問

　日本赤十字社は、赤十字の人道的使命に基づき、国内
外の支援を必要とする人々に、広く愛の手を差し伸べるべ
くさまざまな活動を積極的に展開しています。
　平成30年度の社資募集額は3,677,814円となりまし
た。皆さまのご協力ありがとうございました。
　昨年は、豊後大野市内でも台風による住家被害や火災
による被災者へ災害救援物資の配布を行いました。
　これらの事業は、皆さまからの社資（会費や寄付金）に
より支えられておりますので、今後とも日本赤十字社に対
するご理解とご協力をお願い申し上げます。

　日本赤十字社豊後大野市地区
　（社会福祉課　福祉監査係内）
　　 0974-22-1001（内線2144・2145）

日本赤十字社へのご協力
ありがとうございました

問

　厚生労働省では先の大戦で配偶者や父母、子、兄弟等
を戦地で亡くされた戦没者の遺族を対象に、戦没した旧
戦域を訪れ、慰霊巡拝をいたします。
○実施予定地域
　①アッツ島②モンゴル国③イルクーツク州
　④ハバロフスク地方⑤中国東北地方
　⑥ソロモン諸島⑦沿海地方⑧東部ニューギニア
　⑨インド⑩マリアナ諸島⑪フィリピン⑫硫黄島
※参加費用の実費負担があります。参加条件や日程など
　詳しい内容はお問い合わせください。

　社会福祉課　福祉監査係
　　 0974-22-1001（内線2144・2145）

平成31年度慰霊巡拝

問
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国民年金保険料変更のお知らせ国民年金保険料変更のお知らせ

　２月15日から３月３日まで、各公民館で日頃の学習成果を発表する「生涯学習まつり」が開催されました。展示の部では館
内いっぱいに力作が展示され、見る人を魅了していました。舞台発表では公民館クラブや教室の皆さんによる発表を見ようと、
多くの観覧者でにぎわいました。
　各公民館では、４月から新たに公民館クラブ生を募集します。詳しくは、各家庭に今月配布した「平成31年度豊後大野市公民
館教室・クラブ等のご案内」をご覧ください。４月はスタートの春でもあります。いっしょに楽しく学んでみませんか。

　平成31年４月からの国民年金保険料は月額16,410円となります。納め忘れがあると、将来受け取る年金額が少なくなるこ
とや、年金を受けられない場合があります。忘れずに期限内に納めましょう。

平成31年４月から産前産後期間の国民年金保険料が免除となります平成31年４月から産前産後期間の国民年金保険料が免除となります
　出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出
産予定日または出産日が属する月の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。
　※出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます。）対象者は、「国民年金第
　　１号被保険者」で出産日が平成31年２月１日以降の方です。
　手続きや内容など、詳しくは大分年金事務所までお問い合わせください。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までで、承認を受けた次の年度も在学予定である場合は、４月初
めに再申請の用紙が届きます。引き続き、学生納付特例制度の申請をご希望の場合は、必要事項を記入の上、ご返送ください。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される
「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学校（修業
年限１年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

問い合わせ先　市民生活課　国保年金係　  0974-22-1001（内線2129）大分年金事務所☎097-552-1211

国保年金係からのお知らせ

“芸術の花”満開　〜生涯学習まつり〜“芸術の花”満開　〜生涯学習まつり〜

公民館だより公民館だより公民館だより
中　央
清　川
緒　方
朝　地

☎0974-22-2111
☎0974-35-2372
☎0974-42-3161
☎0974-72-0048

大　野
千　歳
犬　飼
　 市内無料電話（９発信）をご利用ください

☎0974-34-2130
☎0974-37-2069
☎097-578-1281

息のあった演奏を披露する大
正琴クラブの皆さん（朝地公
民館）

“ふるさと”を会場の皆さんと
合唱するコール・カスカータ
の皆さん （清川公民館）

可愛らしいダンスを踊る親子
フラダンス教室の皆さん（犬
飼公民館）

今年は琴とのセッションで会
場を沸かせた尺八クラブの皆
さん（中央公民館）

フラダンス教室の皆さん。ハ
ワイに来たような気分になり
ますね（緒方公民館）

女性学級の皆さんによる押し
絵。干支のイノシシが愛らし
いですね（犬飼公民館）

“24 式”を披露する太極拳ク
ラブの皆さん（大野公民館）

ヘプタゴンダンスを披露する
千歳幼稚園の園児の皆さん
（千歳公民館）

【所得の目安】　118万円 ＋｛ 扶養親族等の数 × 38万円 ｝

★年金相談日
４月９日（火）　市隣保館（大野町）
４月11日（木）　市商工会（三重町）
４月17日（水）　竹田市総合社会福祉センター　いきいき交流センター
相談時間：10時～14時30分

※相談会は完全予約制となって
います。事前に大分年金事務
所に予約をお願いします。
　予約は相談会の１か月前から
前日まで受け付けています。
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　第５回えぼし岳ぼたん桜まつりを開催します。
　これまでは烏帽子公園で開催していましたが、今年から道の駅おおの
広場で行います。青空市場の「ブルーマーケット」による出店や、浅草
犬山神楽、最乗寺子ども太鼓などのステージイベントを予定しています。
　皆さまのご来場をお待ちしています！

第５回 えぼし岳ぼたん桜まつり

　市隣保館では、学習を通じた“心のふれあい”を目的として「ふれあい教室」を開催しています。どなたでも参加
できますので、お気軽にお申込みください。

　本市では、毎年５月の最終水曜日に開催されている住民総参加型スポーツイベント「チャレン
ジデー」に参加しています。同人口規模の自治体と午前０時から午後９時までの間に、15分以上
継続して運動などを行った住民の参加率を競い合います。
　年齢や性別を問わず誰もが手軽に参加できます。15分間以上の運動（ラジオ体操など）をして、参加報告をお願いします。

○各教室とも５月から、年10回の開催です。
○都合により日程が変更になる場合があります。開催場所は、市隣保館です。

市隣保館「ふれあい教室」生徒募集

御
嶽
流
夜
神
楽

御
嶽
流
夜
神
楽

問い合わせ先　大野町観光推進協議会 事務局 後藤　☎090-6774-6954

申込み・問い合わせ先　市隣保館　　0974-34-3603（直通）

問い合わせ先　社会教育課　スポーツ推進係　　0974-22-1001（内線2222）

問い合わせ先　神楽会館　　0974-35-2372

◆日　時　４月14日（日）９時30分～16時
◆場　所　道の駅おおの広場

開催日時  毎月第２火曜日
　　　　  ９時30分～13時
定　　員  24名（受付順）
年 会 費  3,000円（食材費）

申込締切 ４月17日（水）

「豊後大野市チャレンジデー2019」
５月29日㈬に開催！

目標参加率52％の達成と勝利を目指しましょう！

対戦相手は、
山梨県

富士吉田市です。
（人口49,134人）
◎詳細は、次号市報等
　でお知らせします。

◆日　　時　５月11日（土）開演16時～（開場15時～）
　　　　　　※雨天の場合、５月18日（土）に延期
◆場　　所　神楽の里　能場公園特設舞台
◆入 場 料　大人　1,000円（当日1,500円）
　　　　　　中学生以下　無料
◆出　　演　御嶽神楽・清川子ども神楽保存会
◆観覧方法　全席自由
◆チケット　神楽会館、清川支所、ローソンチケット（Lコード：82747）

豊後清川駅・神楽会館（道の駅横）からシャトルバスを運行（無料）
豊後清川駅14時からおおむね１時間おきに運行予定
※会場の駐車場に限りがありますのでシャトルバスをご利用ください。

★料理教室
開催日時　毎月第２水曜日
　　　　　19時～21時
定　　員　20名（受付順）
※年会費無料、道具持参

★絵手紙教室
開催日時　毎月第３水曜日
　　　　　19時～21時
定　　員　15名（受付順）
※年会費無料、道具持参

★実用書道教室
開催日時　毎月第４金曜日
　　　　　19時～21時
定　　員　15名（受付順）
※年会費無料、道具・毛糸持参

★手編み教室
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申込み・問い合わせ先　高齢者福祉課　いきいき高齢者係　　0974-22-1001（内線2173）

＊元気もんカフェ＊ ＊シェフ派遣します＊＊元気もんカフェ＊ ＊シェフ派遣します＊＊元気もんカフェ＊

九州電力から感電事故防止のお願い 会場名

三　重

清　川

緒　方

朝　地

大　野

千　歳

担当者

伊　東

羽田野

後藤(宏)

後藤(和)

伊　東

廣　瀬

問い合わせ先
大分行政監視行政相談センター　☎097-532-3715

問い合わせ先　九州電力株式会社 三重営業所
　　　　　　　☎0120-986-505

相談日

４月15日(月)

４月19日(金)

４月16日(火)

４月10日(水)

４月22日(月)

４月11日(木)

時　間

09時～12時

13時～16時

09時～12時

09時～12時

09時～12時

09時～12時

場　所

市中央公民館（市役所２階）

清　川　支　所

緒　方　支　所

朝　地　支　所

隣 　 保 　 館

千 歳 公 民 館

平成31年度 行政相談日程表

広告

広告

“元気もんシェフ”は、『食べることで元気になること』を目的に、管理栄養士スタッ

フから栄養について学び、季節の野菜たっぷりの“だんご汁”や“カレー”や簡単な

おかずの作り方を習得できます。料理初心者大歓迎です！

　平成31年度も、第5期「元気もんシェフ」を募集します。

　月に２回、市役所前、地域包括ケア拠点施設

「ひなたぼっこ」で元気もんシェフの活躍の場

として開店します。

＊営業日はのぼりを立てています。

（利用料200円）

　第２月曜日：だんご汁の日

　第４月曜日：カレーの日

　時間11時30分～13時まで

＊シェフ派遣します＊
　地域のサロンや団体の事業に元気もんシェフ

を派遣します。

＊前日に下ごしらえをして、当日現地で調理し

　ます。

＊食材費は、主催者負担です。

　鯉のぼりの季節になりましたが、感電事故防止のため、
電線付近での鯉のぼりの掲揚や魚釣りは絶対に行わない
よう、お願いします。
　なお、万一鯉のぼりや釣り糸が電線にかかった場合は、
自分で取ろうとせず、お近くの九州電力までご連絡いた
だきますよう、お願いします。

＊カフェは、居場所のひとつです。
　閉じこもりにならないように出か
　けてみませんか？

男性５人程度（年齢は問いません）

＊５月13日に第５期生への説明および実習をスタートします。

１次締切　５月７日（火）（以後随時募集します。）

募 集 人 員

募集締め切り

・「ありがとう。おいしかった」の
声をいただいたときがうれしいで

す。

・妻が病気のときに、食事をつくっ
てあげられました。

元気もんシェフの声

「元気もんシェフ」募集！
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※黒字：フルタイム　青字：パートタイム（３月13日現在）求人情報
①介護職（夜勤あり）17万円～21万円　②タクシー乗務員12万円～20万円　③保育教諭16万円～20万円　④ルート配送員18万
円～25万円　⑤土木作業員16万円～21万円　⑥ガソリンスタンドスタッフ16万円　⑦福祉用具専門相談員18万円～25万円　⑧養
鶏作業員14万円～15万円　⑨看板製作及び現場施工18万円～25万円　⑩コース管理13万円～17万円　⑪清掃員762円～765円　
⑫医療事務800円～1,000円　⑬正・准看護師1,144円～1,434円　⑭加工食品製造作業員800円～900円　⑮鮮魚担当者850円
※この求人情報には、掲載後に採用・内定などで取り消された求人や求人内容が変更された求人もありますのでご了承願います。
　応募にはハローワークの紹介状が必要となります。お気軽にお尋ねください。また、インターネットでもお仕事を探すことができます。
　アドレスは右記のとおりです。 ハローワーク豊後大野　☎0974-22-8609https://www.hellowork.go.jp/ 問い合わせ先

キャリア教育で子どもたちの未来づくり

未来を描こう！「職業講話」を中学校で実施未来を描こう！「職業講話」を中学校で実施
　市内各中学校で１月から３月にかけて、『はぐくみ先生』による「職業講話」が
実施されました。この「職業講話」は、郷土で働く方から直接お話を聞くことに
よって、自分の将来や今後の進路選択に生かしていく契機にするものです。今年
は薬剤師、獣医師、建築士、看護師、美容師、パティシエ、保育教諭、起業家など多
くの分野の方々にご協力をいただき、中学校１年生を対象に行いました。パワーポ
イントや動画で仕事の内容や様子が生徒たちに分かりやすく紹介され、仕事を選
んだきっかけや仕事のやりがい・喜びそして苦労などを話していただきました。
生徒たちは自分で速記したメモをもとに、自分の将来に少しでも参考にしようと積
極的に質問していました。

【生徒の感想：一部抜粋】
○相手のことを思いやる心が大切だと思った。相手のことをしっかり考え
て行動するように心がけていきたい。
○働くうえで、コミュニケーションや信用が大切。誰にでも優しく、信用さ
れる人間に成長したい。あいさつは、コミュニケーションの第１歩。
○失敗を恐れず、たとえ失敗しても前向きに考えながら頑張っていきたい。
○「自分がやりたい」という仕事をするために、中学校では楽しくそして自
分に厳しく過ごし、高校を選びたい。
○クラスのみんなが夢を実現させるため、「自分に負けない」ように一人ひ
とり互いに高め合っていきたい。

問い合わせ先　きらきら☆（子育て支援課内）まで　　0974-22-1001

鼓動がよく
聞こえる！
「すげー！」
これで診察
するのか。

＜妊娠期を健康で過ごしていただくために＞
　＊母子健康手帳の交付・相談
　＊妊婦健診（医療機関へ委託）
　＊妊婦訪問などで妊娠経過の見守り
　＊産婦人科・小児科との連携
＜妊婦さんと地域の支援者とのつながり＞
　＊子育て支援センター　＊ホームスタート
　＊認定こども園・保育所・幼稚園情報
　＊各種サービスのご案内　　　　　など

豊後大野市子育て世代包括支援センター

妊婦さんには
お声をおかけします。
気になること・知りたいこと
何でも相談してください！

　きらきら☆では、子育てのスタートとなる
妊娠期からの支援を行っていきます。

　エイトピアおおの（豊後大野市総合文化セン
ター）では、平成31年度『エイトピアおおの友
の会』の会員を募集しています。主な会員特典
としましては、会館主催イベントでの指定席先
行予約や講座お試しチケットの配布、会館イベ
ント情報の郵送などを予定しています。エイト
ピアおおののイベントをお得に楽しめる『友の会』。ぜひお申し込みください。

なお、ネイティブスピーカーによる英会話教室を開催。
費用は月5,000円（小学生対象）

犬飼幼稚園 園児募集犬飼幼稚園 園児募集
特色ある保育として、
英会話（週４回、４人の外国人講師）。
書き方（硬筆）・ヒップホップのダンス。
休日は保育園に準じる。
月曜日～土曜日（7時～19時）
水曜日に園を開放・詳しくは☎097-578-0149

3歳児から
5歳児

広告広告

『エイトピアおおの友の会』会員募集のおしらせ

□会費：年額1,000円（税込）
　　　　但し、10月1日以降に入会される場合は年額500円とします。
□期間：入会日から入会年度の3月31日
□申込：エイトピアおおのにて直接お申込みください。
□問い合わせ：エイトピアおおの
　　　　　　　　0974-22-8000（担当：廣瀨）

＊妊婦さんへのきらきら☆の支援＊＊妊婦さんへのきらきら☆の支援＊
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誤
）
●
小
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４
年
生

（
正
）
●
小
学
５
年
生

神楽会館一般公演神楽会館一般公演

歌八落語会

●日　　程　４月21日（日）
●開場時間　12時
●公演時間　13時～16時
●場　　所　神楽会館
●入 場 料　大人1,000円(当日1,500円)
　　　　　　中学生以下500円(当日1,000円)
●出演団体　すずかけ神楽社・長濱神楽保存会
●演　　目　五穀舞、大蛇退治ほか
●チケット　神楽会館、エイトピアおおの、
　　　　　　市内各公民館、ローソンチケット
問い合わせ先　神楽会館　  0974-35-2372

【
三
重
】

●
神
志
那
玲
佑（
り
ょ
う
す
け
）

　「
和
章
・
千
春（
又
井
）」

●
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川
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寛
之
・
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三
重
大
原
）」
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深
田
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つ
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元
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明
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三
重
大
原
）」

●
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村
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ね
ね
）
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龍
樹
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上
赤
嶺
二
区
）」

●
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代
　
あ
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あ
い
）
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洋
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・
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下
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中
の
原
）」

●
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の
か
）

　「
穣
・
静
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下
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中
の
原
）」

●
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田
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い
と
）

　「
晟
冶
・
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前
内
田
）」

●
佐
々
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ゆ
う
）
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大
亮
・
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深
田
）」

【
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】

●
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光
賢
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け
ん
じ
ろ
う
）
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宏
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・
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【
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●
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）」
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︶
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光
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北
︶
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原
︶

●
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︶
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︶

【
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●
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︶
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・
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宛
︶

●
廣
瀨
ミ
キ
ヱ
︵
90
・
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野
︶

●
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︵
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・
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︶

●
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藤
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︵
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・
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場
︶

●
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子
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︶

●
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︵
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・
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︶

●
甲
斐
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︵
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・
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︶

●
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︵
79
・
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︶

【
朝
地
】

●
朝
倉
カ
ツ
ヨ
︵
91
・
板
井
迫
︶

●
森
　
　
省
一
︵
84
・
池
　
在
︶

●
東
藤
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典
︵
75
・
下
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︶

【
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野
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●
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田
　
　
一
︵
88
・
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野
町
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︶

●
石
田
　
一
幸
︵
80
・
佐
　
代
︶

●
竹
田
ミ
チ
子
︵
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南
　
︶

●
後
藤
　
セ
ツ
︵
96
・
田
　
代
︶

●
羽
田
野
秀
子
︵
91
・
北
　
園
︶

●
大
島
ト
ミ
ヱ
︵
91
・
矢
　
田
︶

●
朝
倉
　
美
登
︵
89
・
中
　
原
︶

●
河
邊
　
正
祝
︵
96
・
小
倉
木
︶

●
亀
山
　
君
明
︵
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・
後
田
南
︶

●
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藤
ミ
ハ
子
︵
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・
安
　
藤
︶

【
千
歳
】

●
野
仲
　
　
晃
︵
57
・
田
原
園
︶

【
犬
飼
】

●
嶺
　
　
孝
三
︵
87
・
黒
　
松
︶

●
足
立
　
公
子
︵
92
・
下
　
野
︶

●
安
藤
　
義
人
︵
90
・
下
　
町
︶

●
後
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久
子
︵
98
・
上
サ
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●
足
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正
代
︵
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・
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口
︶
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」
内
は
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護
者
敬
称
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》

＊
ご
家
族
が
同
意
さ
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方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
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《
２
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中
届
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・
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》

＊
ご
家
族
が
同
意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

問い合わせ先
豊後大野市落語会　会長 三浦まで  ☎0974-22-0255

みんなのみんなのみんなの

ひろばひろばひろば
市民の皆さんが行う活動の
参加者・会員募集、またイベ
ントの周知など、いろいろな
情報を掲載します（営利目的
のものなどは掲載できませ
ん）。皆さんからの情報をお
待ちしています（誌面の都合
で掲載できないこともあり
ますので、ご了承ください）。

〒879-7198

0974-22-1001（内線 2472）

豊後大野市三重町市場1200番地
豊後大野市役所 総務課 広報広聴係

◆日　時　４月19日（金）開演18時30分（開場18時）
◆場　所　エイトピアおおの 小ホール
◆出　演　春風亭三朝（三重町出身）、三遊亭歌奴、
　　　　　矢野大和、豊後家歌八、上坂弓恵（歌手・三重町出身）
◆入場料　前売2,000円（当日2,500円）

笑いで町づくりをと、県南落語組合の豊後家歌八さんが落語会を開きます。

春風亭三朝 三遊亭歌奴
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診療時間
9時～12時

受付時間　　　　　　医療機関によって異なりますので、
あらかじめ医療機関に電話等でお問い合わせください。

診療時間
9時～17時

※当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありますので、
　受診の際は事前に電話等でお確かめください。

豊後大野市医師会の日曜日・祝日の輪番在宅当番医

小　児　科　休　日　当　番　医

歯　科　休　日　当　番　医

当番日
4月 7 日
4月14日
4月21日
4月28日
4月29日
4月30日
5月 1 日
5月 2 日
5月 3 日
5月 4 日
5月 5 日
5月 6 日

広瀬医院（千歳町）

帰巖会みえ病院（三重町）

みえ記念病院（三重町）
福島病院（三重町）
多田整形外科クリニック（三重町）
後藤耳鼻咽喉科医院（三重町）
野津第一内科医院（野津町）
福島病院（三重町）
三重東クリニック（三重町）
いしかわ皮ふ科形成外科（三重町）
菅尾医院（三重町）

0974-37-2022

0974-22-2222

0974-22-7280
0974-22-3321
0974-22-8717
0974-22-2088
0974-32-3355
0974-22-3321
0974-22-6333
0974-24-0120
0974-22-0378

（日）
（日）
（日）
（日）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（土）
（日）
（月）

医療機関名 電話番号

当番日
4月 7 日
4月14日
4月21日
4月28日
4月29日
4月30日
5月 1 日
5月 2 日
5月 3 日
5月 4 日
5月 5 日
5月 6 日

第一歯科大塚（三重町）
岩田歯科クリニック（野津町）
熊瀬歯科医院（三重町）
ごとう歯科・口腔外科クリニック（三重町）
久保歯科医院（大野町）
杉山歯科医院（犬飼町）
杉山歯科医院（野津町）
羽田歯科医院（三重町）
みえ病院歯科（三重町）
むとう歯科医院（犬飼町）
市場のはいしゃさん（三重町）
陽だまり歯科医院（野津町）

0974-22-6377
0974-32-7220
0974-22-0327
0974-22-1118
0974-34-2577
097-578-0101
0974-32-2167
0974-22-0317
0974-22-2222
097-578-1800
0974-22-1455
0974-32-7864

（日）
（日）
（日）
（日）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（土）
（日）
（月）

医療機関名 電話番号

当番日
4月 7 日
4月14日
4月21日
4月28日
4月29日
4月30日
5月 1 日
5月 2 日
5月 3 日
5月 4 日
5月 5 日
5月 6 日

豊後大野市民病院（緒方町）

みやわき小児科（三重町）

豊後大野市民病院（緒方町）

0974-42-3121

0974-24-0230

0974-42-3121

（日）
（日）
（日）
（日）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（土）
（日）
（月）

医療機関名 電話番号

診療時間
9時～12時

受付時間　　　　　　医療機関によって異なりますので、
あらかじめ医療機関に電話等でお問い合わせください。
※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがありますので、ご了承ください。
※当番医療機関については、やむを得ず変更になる場合がありますので、緊急の場合は、受診される医療機
　関に電話等でお確かめください。
※毎月の当番表については、各医療機関の院内に掲示するほか、豊肥保健所ホームページ
　（http://www.pref.oita.jp/site/houhi/) のお知らせ欄に記載しています。

豊後大野市民病院（緒方町）　0974-42-3121
帰巖会 みえ病院（三重町）☎0974-22-2222　福島病院（三重町）☎0974-22-3321
救急告示施設

「椿窯 佐藤珠幸陶展 〜いやしのうつわたち〜」開催！
　今回は「いやしのうつわたち」をテーマに制作された、皿、鉢、花器、
陶額など、見ていて癒やされる暮らしの器、約200点を展示します。

問い合わせ先　朝倉文夫記念館　　0974-72-1300

◆会　期　４月27日（土）～５月26日（日）
　　　　　９時～17時（入館は16時30分まで）
　　　　　※月曜日休館（祝日の場合は翌平日休館）
◆会　場　朝倉文夫記念文化ホール（朝地町）
◆入館料　大人200円（小中高生、記念館入館者は無料）
　　　　　※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳を
　　　　　　お持ちの方とその介護者（１名）は無料です。

2019.4

猫の引取について

　おおいた動物愛護センターへ事前
にお問い合わせください。  
問▶おおいた動物愛護センター
　　☎097-588-1122  
　　大分市大字廻栖野3231番地47

市清掃センターごみ持ち込み
日時：14日（日）
　　　９時～12時、13時～16時
問▶市清掃センター
　　　 0974-22-4733

消費生活相談

毎週月～金曜日　８時30分～17時
問▶市消費生活センター（商工観光課内）
　　☎0974-22-1018

無料相談のご案内

不動産に関する相談

日時：18日（木）９時～12時
場所：市中央公民館（市役所２階）
問▶総務課総務係
　　　 0974-22-1001

犬の捕獲について

　放れた犬を見かけたら、ご連絡を
お願いします。
問▶おおいた動物愛護センター
　　☎097-588-1122
　　大分市大字廻栖野3231番地47

44月月

27



▲選手の皆さん、お疲れさまでした！

　２月18日から22日までの５日間に行われた、第61回県
内一周大分合同駅伝競走大会。
　初日を総合８位で終え、地元入りした２日目は日間３位
で総合３位と順位を押し上げ、３日目は総合力で日間２位、
総合３位を維持し、４日目も日間３位で総合３位を堅持。
　最終日も日間３位でタスキをつなぎ、総合３位でフィ
ニッシュ。見事、Ｂ部優勝の成績を収め、念願のＡ部復帰
を果たしました。
　この５日間、市民の皆さんに元気と勇気を与える走りを
見せてくれた選手の皆さん、大変お疲れさまでした。

区間賞 後藤みのり（１日目：１区）
　　　 三浦　寛士（３日目：６区、５日目：４区）
努力賞 三浦　寛士（１日目：３区）
　　　 土谷　智紀（１日目：６区、３日目：５区）
　　　 安藤　貴信（２日目：５区、４日目：３区、５日目：５区）
　　　 大里　忠督（２日目：６区、５日目：２区）
　　　 佐藤　剛志（３日目：２区、４日目：２区）
　　　 三嶋　晃宏（３日目：７区、４日目：７区）
　　　 白石　晃平（４日目：６区）
　　　 三浦佑一郎（５日目：３区）

祝 Ｂ部優勝・Ａ部復帰!!

第61回 県内一周大分合同駅伝競走大会第61回 県内一周大分合同駅伝競走大会

総合３位でフィニッシュ！総合３位でフィニッシュ！

◆区間賞・努力賞は次のとおり。〔敬称略〕

　今月号でご紹介するキラリ人は、緒方町で「夕木建築」を営み大工として活躍する合澤夕
貴さんです。
　合澤さんは、４、５歳の頃、自宅の倉庫を建てる大工の姿を見て、「かっこいい！」と強く感
じ、そこから「将来は大工になる！」との夢を抱いたそうです。
　それから年月は流れ、成長した合澤さんの夢はぶれることなく、高校卒業後は地元緒方町
を離れ、大工になるため大阪の専門学校に進学しました。学科は大工技能学科で、女性は一
人だけだったそうです。２年間勉強した後、滋賀県の工務店で３年間修行したとのこと。「専
門学校で学んだだけでは、大工のスタートラインにすら立てないんです。大事なのは現場で
の経験なんですよ。」と合澤さん。滋賀県の工務店で親方から学んだことは、とても大き
かったそうです。

　そして、１年前に地元に帰郷し、夕木建築を営むよう
になりました。それでも、一人でやっていくには経験が
足りないとのことから、現在は衛藤建築を営む衛藤信
市親方とともに働き学んでいるとのこと。
　合澤さんは「大工は信頼されなければ、仕事をいた
だけないんです。衛藤親方とともに仕事をしながら、
多くの人に私自身の仕事を信頼して貰えるようになら
なければならないんです。」と話してくれました。
　趣味は読書とバイク、そして棚などを作ることだそ
うです。どんな本が好きなのかお尋ねすると、「庭造
りに関わる植物とか園芸、左官さんの本とか、結局大
工とか建築に関わる本になってしまいますね。この仕
事が好きなんです。」と笑顔で話していました。
　これからの夢は、とにかく経験と実績を積むこと
で、どんなニーズにも応えることができる大工になり
たいとのことでした。
　豊後大野市に合澤さんの建てた家が増えるといい
ですね。

信頼される大工を目指して

豊後大野の

納税等のご案内

納期限（口座振替日）５月７日（火）
※ケーブルテレビ使用料　４月26日（金）

固定資産税、保育料（幼稚園・保育所・認定こど
も園）、給食費、住宅等使用料、水道料金、農業
集落排水施設使用料、下水道使用料、浄化槽使
用料、養護老人ホーム入所負担金、市営駐車場
使用料、市有地貸付料、ケーブルテレビ使用料

▲衛藤親方と一緒に

合澤 夕貴さん（緒方町）
 　　  大工（夕木建築）

あいざわ ゆう  き
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発行／豊後大野市　　編集／総務課
〒879-7198　大分県豊後大野市三重町市場1200　   0974（22）1001　　0974（22）3361
豊後大野市ホームページアドレス　http://www.bungo-ohno.jp/

２月９日、大野町の大野総合運動公園駐車場で、
「第26回大野町どんど焼き」が行われました。
無病息災などの願いを込めて、高さ約15ｍの「ど
んど」が燃え上がりました。
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